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上写真：兵庫県公館で行われた表彰式
右写真：表彰式に出席した市内小学校の代表児童等



広報さいじょう　2011　２月号 2

　

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
西
条
市
に
住
所

の
あ
る
方
で
…

○
平
成
22
年
中
に
営
業
・
農
業
・
不
動
産
（
地

　

代
・
年
貢
等
を
含
む
）・
日
雇
い
・
ア
ル
バ

　

イ
ト
等
の
収
入
が
あ
っ
た
方

○
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得
が
あ
っ

　

た
方

※
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
で
所

　

得
税
の
申
告
が
不
要
な
方
も
、
市
県
民
税
の

　

申
告
が
必
要
で
す
。

○
給
与
所
得
者
で
、
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な

　

い
方
や
、
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

　

い
る
方

○
生
命
保
険
満
期
等
の
受
取
金
・
生
命
保
険
契

　

約
に
基
づ
く
年
金
（
個
人
年
金
）・
配
当
金

　

等
が
あ
っ
た
方

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

※
収
入
が
な
い
方
で
も
申
告
が
必
要
で
す
。

○
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
へ
提
出
さ

　

れ
る
方

○
給
与
収
入
の
み
の
方
で
、
年
末
調
整
を
受
け

　

ら
れ
た
方

※
医
療
費
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け
ら
れ

　

る
場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
。

○
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
年
金
収
入
が
一
定

　

額
（
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
の
年
齢
が
65

　

歳
未
満
の
方
は
98
万
円
、
65
歳
以
上
の
方
は

　

１
４
８
万
円
）
以
下
で
、
所
得
税
が
源
泉
徴

　

収
さ
れ
て
い
な
い
方

申
告
が
必
要
な
方
は

申
告
の
必
要
が
な
い
主
な
方
は

申
告
受
付
期
間　

２
月
16
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈫

市
県
民
税
・

国
民
健
康
保
険
税
の

申
告
を
お
忘
れ
な
く
！

　

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
時
期
で
す
。
申
告
日
程
表
を

ご
覧
の
上
、
期
間
中
に
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
所
得
税

の
申
告
で
税
務
署
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
方
、
青
色
申
告
の
方
、
土
地
や

株
式
の
譲
渡
所
得
の
あ
っ
た
方
は
、
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●市庁舎本館市民税課　市民税係
　℡0897－52－1317
●東予総合支所税務課　税務係
　℡0898－64－2700　内線121
●丹原総合支所総務課　税務係
　℡0898－68－7300　内線214
●小松総合支所総務課　税務係
　℡0898－72－2111　内線114

お
問
い
合
わ
せ
先

16日㈬ 16日㈬

17日㈭

18日㈮

21日㈪

22日㈫

23日㈬

24日㈭

25日㈮

28日㈪

１日㈫
２日㈬
３日㈭

４日㈮
７日㈪
８日㈫

９日㈬
10日㈭
11日㈮

14日㈪
15日㈫

17日㈭
18日㈮

21日㈪

22日㈫

23日㈬

24日㈭

25日㈮

28日㈪
１日㈫
２日㈬
３日㈭

４日㈮

７日㈪

８日㈫
９日㈬

10日㈭

11日㈮

14日㈪

15日㈫

8：30～16：30 8：45～16：00

8：45～16：00

8：45～15：00

8：45～16：00

8：45～16：00

8：45～16：00

8：45～15：00

13：00～16：00

13：00～16：00

8：45～16：00

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30
8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00
9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

8：30～16：30

宮之内、大野、福成寺
実報寺、旦之上、河之内
黒谷、広岡、石延、安用

三津屋、三津屋南、三津屋東

国安、新市、高田、桑村
安用出作、新町、上市

石田、玉之江、広江、今在家
周布、吉田
北条 禎瑞

飯岡

橘

神戸

氷見

玉津

加茂

大町

神拝

西条

市内全地区

日　程 時　間 対象地区 会　場 日　程 時　間 対象地区 会　場

大新田、壬生川、明理川
円海寺、喜多台

安用出作、新町、上市
広岡、石延、安用

市内全地区

旦之上、河之内、黒谷
大新田、壬生川

国安、高田、新市、桑村

周布、吉田
北条

石田、玉之江、広江、今在家

三芳

河原津、河原津新田、楠

河原津、河原津新田
楠、三芳

宮之内、大野、福成寺
実報寺

東予総合支所
３階

禎瑞公民館

飯岡公民館

橘公民館

神戸公民館

8：45～15：00 神戸 神戸公民館

氷見公民館

氷見 氷見公民館

大保木 大保木公民館

加茂公民館

玉津公民館

市庁舎別館
５階

多賀公民館
周布公民館
吉井公民館
国安公民館

吉岡公民館

壬生川公民館

壬生川公民館
庄内公民館

庄内公民館

楠河公民館

東予総合支所３階

三芳公民館
（農村環境改善センター）

２
月

２
月

３
月

３
月

▼東予地区　申告受付日程表 ▼西条地区　申告受付日程表

三津屋、三津屋南、三津屋東
明理川、円海寺、喜多台
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◆
平
成
22
年
中
の
所
得
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

○
源
泉
徴
収
票

○
営
業
・
農
業
・
不
動
産
収
入
の
あ
る
方
は
、

　

収
入
額
や
経
費
の
分
か
る
帳
簿
、
通
帳
、
領

　

収
書
、
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
な
ど

◆
平
成
22
年
中
の
控
除
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

○
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
生
命
保
険
・
地
震
保

　

険
等
の
控
除
証
明
書
、
医
療
費
控
除
を
受
け

　

ら
れ
る
方
は
医
療
費
の
領
収
書
等

◆
印
鑑
（
認
印
で
か
ま
い
ま
せ
ん
）

◆
申
告
さ
れ
る
方
名
義
の
金
融
機
関
・
口
座
番

　

号
が
分
か
る
も
の
（
所
得
税
の
還
付
が
生
じ

　

た
際
に
必
要
に
な
り
ま
す
）

○
各
種
控
除
や
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置

　

等
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
書
の
発
行
が
で
き

　

ま
せ
ん
。

○
申
告
期
間
中
は
、
税
務
担
当
職
員
が
公
民
館

　

等
に
出
向
い
て
い
ま
す
。
下
表
の
日
程
等
を

　

ご
確
認
の
上
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
会
場
で

　

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
都
合
が
つ
か
な
い

　

場
合
は
、
別
の
会
場
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

○
申
告
会
場
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
特
に

　

２
日
間
以
上
申
告
受
付
を
行
っ
て
い
る
会
場

　

の
場
合
、
初
日
は
長
時
間
お
待
た
せ
す
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
医
療
費
控
除
等
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
病
院

　

ご
と
、
個
人
ご
と
に
、
支
払
金
額
を
事
前
に

　

計
算
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

○
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の
計
算
は
収
支

　

計
算
で
行
い
ま
す
。
収
入
状
況
や
経
費
等
が

　

把
握
で
き
る
資
料
な
ど
必
要
書
類
を
ま
と
め
、

　

集
計
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
収
支
内
訳
書
は
、
税
務
署
、
市
庁
舎
本
館
市

　

民
税
課
、
東
予
総
合
支
所
税
務
課
、
丹
原
総

　

合
支
所
総
務
課
税
務
係
、
小
松
総
合
支
所
総

　

務
課
税
務
係
に
あ
り
ま
す
。

○
市
役
所
か
ら
申
告
書
の
送
付
が
あ
っ
た
方
は

　

申
告
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
返
送

　

し
て
く
だ
さ
い
。

○
国
民
年
金
保
険
料
等
の
控
除
を
受
け
る
場
合

　

は
、
支
払
い
を
証
明
す
る
も
の
を
申
告
書
に

　

添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
お
持
ち
く

　

だ
さ
い
。

○
公
民
館
な
ど
で
申
告
受
付
を
行
っ
て
い
る
日

　

は
、
市
庁
舎
本
館
、
各
総
合
支
所
で
は
申
告

　

受
付
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
公
民
館
等

　

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
告
の
と
き
持
っ
て
い
く
も
の

申
告
を
し
な
い
と

申
告
期
間
中
の
お
願
い

次
の
事
項
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

注
意
事
項

16日㈬

11日㈮
14日㈪
15日㈫

16日㈬

17日㈭

18日㈮

21日㈪

22日㈫

23日㈬

24日㈭

25日㈮

28日㈪

１日㈫

２日㈬

３日㈭

４日㈮
７日㈪

８日㈫

９日㈬

10日㈭

11日㈮

14日㈪

15日㈫

17日㈭

18日㈮

21日㈪

22日㈫

23日㈬

24日㈭

25日㈮

28日㈪

１日㈫

２日㈬

３日㈭
４日㈮

７日㈪
８日㈫

９日㈬

10日㈭

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

鞍瀬、明河、千原、楠窪
臼坂

田滝、田滝前、徳能出作

安井、明穂

西大頭、中大頭、東大頭

妙口上、妙口下

妙口原、都谷

大郷、湯浪

岡村、藍刈

旧藩、町東

新屋敷

中西北町、宝来、玉河

川原谷

駅前、新宮藤木

北川

南川、石鎚団地、石鎚

一本松

市内全地区

古田

高知、徳能

長野

田野上方、北田野

高松、川根

関屋、湯谷口、寺尾

石経、志川、明穂

来見

今井

久妙寺、南部

池田

丹原

願連寺

市内全地区

日　程 時　間 対象地区 会　場日　程 時　間 対象地区 会　場

桜樹公民館

徳田公民館
石根公民館

小松総合支所
２階ホール

小松総合支所
２階ホール

田野公民館

中川公民館

中川公民館

丹原総合支所
２階

２
月

２
月

３
月

３
月

▼丹原地区　申告受付日程表▼小松地区　申告受付日程表
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12
月
定
例
会
は
７
日
～
22
日
の

16
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
条
例

案
・
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
が

上
程
さ
れ
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
道
路
線
（
伊
予
西
条
駅
自
由
通

路
南
北
線
）
の
認
定
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｒ
鉄
道
敷
地
を
南
北
に
立
体

交
差
と
す
る
自
転
車
歩
行
者
専
用

道
路
を
整
備
し
市
道
認
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
伊
予
西
条
駅
周
辺
の

交
通
結
節
性
向
上
と
、
中
心
市
街

地
と
の
回
遊
性
確
保
に
よ
る
地
域

全
体
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の
。

西
条
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
「
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の

標
準
に
関
す
る
政
令
」
の
一
部
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
特
定

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
等
の
設
置
等

許
可
、
完
成
検
査
前
検
査
お
よ
び

保
安
検
査
の
審
査
に
係
る
手
数
料

の
額
を
引
き
下
げ
る
も
の
。

西
条
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
「
住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置
及

び
維
持
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
省
令
」
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
住
宅
用
防
災

警
報
器
等
の
設
置
の
免
除
に
係
る

規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
で
、
複

合
型
居
住
施
設
用
自
動
火
災
報
知

設
備
を
設
置
し
た
場
合
に
は
、
当

該
設
備
の
有
効
範
囲
内
の
住
宅
部

分
に
つ
い
て
、
住
宅
用
防
災
警
報

器
等
を
設
置
し
な
い
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
す
る
も
の
。

一
般
会
計
（
第
６
回
）

○
補
正
額　

１
億
７
８
６
６
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　

４
０
２
億
７
６
５
１
万
円

　

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
農
業
の
振
興
】

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

　
　
　
　
　
　
　

３
３
５
３
万
円

○
農
地
利
用
集
積
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

５
６
０
万
円

【
保
健
・
医
療
の
充
実
】

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

　

種
事
業　
　
　

１
０
５
２
万
円

【
福
祉
の
充
実
】

○
生
活
保
護
援
助
事
業

　
　
　
　
　
　

１
億
３
３
８
万
円

【
安
全
・
安
心
の
確
保
】

○
市
営
住
宅
鍵
取
替
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

４
２
０
万
円

【
地
域
情
報
化
の
推
進
】

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
共
聴
施
設

　

整
備
事
業　
　
　

７
０
７
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　

３
億
４
５
１
６
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　

１
２
７
億
８
３
２
５
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　

３
４
５
７
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

99
億
２
７
７
０
万
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　

△
47
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

１
億
３
９
９
６
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　

△
１
１
９
６
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　
　

39
億
２
５
７
万
円

ひ
う
ち
地
域
振
興
整
備
事
業
特
別

会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　

△
10
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　
　

２
億
１
４
５
万
円

小
松
地
域
交
流
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　

△
61
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

２
億
４
１
３
１
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　

△
３
１
２
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

12
億
７
５
７
６
万
円

※
「
△
」
は
減
額
を
意
味
し
ま
す
。

　

12
月
定
例
会
最
終
日
の
22
日
に

人
事
案
件
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

○
年
森
恭
子
氏
（
下
島
山
甲
）

　

平
成
15
年
４
月
か
ら
３
年
間
西

条
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
副
会
長
、
愛

媛
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
女

性
委
員
会
副
委
員
長
な
ど
の
要
職

を
歴
任
。
現
在
は
日
本
野
菜
ソ
ム

リ
エ
協
会
公
認
の
ベ
ジ
フ
ル
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
え
ひ
め
西
条
支
部
長
。

公
平
委
員
会
委
員

○
戸
田
裕
喜
氏
（
小
松
町
新
屋
敷
）

　

昭
和
35
年
10
月
に
小
松
町
役
場

に
入
職
、
以
来
、
教
育
委
員
会
事

務
局
長
、
議
会
事
務
局
長
、
監
査

委
員
な
ど
の
要
職
を
歴
任
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

○
高
橋
伸
行
氏
（
小
松
町
新
屋
敷
）

　

昭
和
42
年
10
月
に
小
松
町
役
場

に
入
職
、
以
来
、
議
会
事
務
局
長

な
ど
の
要
職
を
歴
任
。

○
西
山
眞
晴
氏
（
福
武
甲
）

　

昭
和
42
年
11
月
に
西
条
市
役
所

に
入
職
、
以
来
、
建
設
部
長
な
ど

の
要
職
を
歴
任
。

○
武
田
吉
雄
氏
（
三
芳
）

　

昭
和
42
年
４
月
に
武
田
酒
造
株

式
会
社
に
入
社
、
現
在
は
同
社
代

表
取
締
役
。

○
関
野
邦
夫
氏
（
丹
原
町
田
野
上

　

方
）

　

昭
和
51
年
４
月
に
株
式
会
社
越

智
鋳
造
所
に
入
社
、
現
在
は
越
智

機
械
工
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役

社
長
、
周
桑
商
工
会
会
長
、
西
条

西
倫
理
法
人
会
会
長
。

職
員
懲
戒
審
査
委
員
会
委
員

　

学
識
経
験
者
か
ら
渡
邉
勝
司
氏
、

菅
野
仁
美
氏
、
髙
田
正
敏
氏
を
、

市
職
員
か
ら
髙
橋
貴
晴
氏
、
伊
藤

冨
士
夫
氏
を
任
命
す
る
こ
と
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

西
条
市
壬
生
川
財
産
区
管
理
委
員

　

任
期
（
４
年
）
の
満
了
す
る
壬

生
川
財
産
区
管
理
委
員
７
名
を
、

引
き
続
き
同
委
員
と
し
て
任
命
す

る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

同
意
さ
れ
た
委
員
（
敬
称
略
）

　

野
島
武
司
（
壬
生
川
）

　

矢
野
彬
彦
（
壬
生
川
）

　

髙
橋　

豊
（
壬
生
川
）

　

古
田　

正
（
壬
生
川
）

　

日
和
佐
啓
介
（
壬
生
川
）

　

山
内　

勇
（
壬
生
川
）

　

越
智
葊
勝
（
壬
生
川
）

（
任
期
は
、
平
成
22
年
12
月
25
日

～
平
成
26
年
12
月
24
日
）

人
事
案
件
14
件
に
同
意
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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
仕
組
み
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
12
歳

教
育
推
進
事
業
が
、
防
災
教
育
に
関
す
る
優
れ
た
取
り
組
み
事
例
と
し
て
ぼ
う
さ
い

甲
子
園
で
小
学
生
部
門
の
「
ぼ
う
さ
い
大
賞
」
を
受
賞
し
、
１
月
９
日
に
代
表
児
童

や
関
係
者
67
人
が
兵
庫
県
公
館
で
の
表
彰
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

ぼ
う
さ
い
甲
子
園
（
主
催
・
毎
日
新
聞
社
、
兵
庫
県
、
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世

紀
研
究
機
構
）
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
を
通
し
て
学
ん
だ
自
然
の
脅
威
や

生
命
の
尊
さ
、
共
に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
る
「
防
災
教
育
」
を
推
進
す
る

も
の
で
、
児
童
・
生
徒
、
学
生
が
学
校
や
地
域
に
お
い
て
主
体
的
に
取
り
組
む
先
進

的
な
防
災
教
育
活
動
が
顕
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

12
歳
教
育
推
進
事
業
が
高
評
価

「
ぼ
う
さ
い
大
賞
」
受
賞

12
歳
教
育
推
進
事
業
と
は　

　

小
学
校
の
最
高
学
年
で
あ
り
、
人

生
の
節
目
の
一
つ
で
あ
る
小
学
校
６

年
生
の
時
期
に
、
防
災
を
切
り
口
に

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
自
ら
が

考
え
行
動
す
る
こ
と
の
で
き
る
力
を

養
い
、
将
来
の
西
条
市
を
担
う
若
者

の
育
成
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
１
年
間
の
活
動

を
通
じ
て
防
災
の
知
識
や
技
能
を
身

に
つ
け
、
自
ら
が
実
践
で
き
る
防
災

対
策
を
提
案
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

確
か
な
社
会
性
と
た
く
ま
し
さ
を
身

に
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
昨
年
国
連
が

発
刊
し
た
世
界
14
カ
国
の
防
災
に
対

す
る
実
践
と
教
育
の
事
例
集
「
地
方

政
府
と
災
害
リ
ス
ク
の
軽
減
」
で
も

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
広
く
世
界

へ
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
活
動

７
月
29
日　

第
１
回
サ
ミ
ッ
ト

　
　

参
加
し
た
動
機
や
各
校
で
の
防

　

災
教
育
を
発
表
。

８
月
11
〜
12
日　

防
災
キ
ャ
ン
プ

　
　

１
泊
２
日
の
体
験
活
動
。

12
月
16
日　

第
２
回
サ
ミ
ッ
ト

　
　

各
校
で
ま
と
め
た
防
災
に
対
す

　

る
提
案
を
発
表
。

２
月
10
日　

第
３
回
サ
ミ
ッ
ト

　
　

「
知
っ
て
い
る
」
か
ら
「
し
て

　

い
る
」
防
災
活
動
へ
向
け
て
、
平

　

成
22
年
度
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
を
採
択

　

予
定
。

第３回子ども防災サミット　ー子どもたちが12歳教育で学んだことを発表しますー
日時：２月10日㈭　13時30分～　　場所：総合文化会館　　問合せ：学校教育課　℡0897ー52ー1640

▲昨年のサミット宣言採択の様子

▲表彰状を受け取る大西清楓さん（多賀小学校）と児玉桐梧君（神戸小学校）

▲取り組み内容を堂々と発表する代表児童たち

１　心とグッズの準備をし、あわてないで行動します。
１　地域を知り地域の人とのつながりを深め協力しあいます。
１　かんたんにできる非常持ち出し袋を用意します。
１　自分たちから家族や地域によびかけ行動します。
　　　　　　　2010年２月10日　西条市子ども防災サミット

平成21年度サミット宣言
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平
成
29
年
に
愛
媛
県
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
る
国
民
体
育
大
会
の
競
技
施
設
整
備
に
対
す

る
助
成
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
12
月
17
日
に
、

松
山
市
在
住
の
大
亀
孝
裕
氏
か
ら
寄
付
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
亀
氏
の
郷
土
へ
の
ご
厚
志
に
感
謝
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
頂
い
た
寄
付
金
は
、
今
後
の

国
体
競
技
施
設
整
備
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

西
条
紺
屋
町
商
店
街
振
興
組
合

で
は
、
県
の
「
地
域
連
携
・
提
案

型
重
点
分
野
雇
用
創
出
事
業
」
を

活
用
し
、
買
い
物
弱
者
対
策
実
証

実
験
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
８
月
に
同
商
店

街
内
の
大
型
店
舗
「
大
屋
デ
パ
ー

ト
」
が
閉
店
し
た
こ
と
に
伴
い
、

周
辺
住
民
か
ら
「
買
い
物
が
困
難

に
な
っ
た
」
と
の
声
が
多
数
寄
せ

ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
振
興

組
合
が
県
の
委
託
を
受
け
、
昨
年

12
月
20
日
に
空
き
店
舗
を
活
用
し

た
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
「
紺
屋
町
マ
ー

ト
」
を
開
設
し
た
も
の
で
す
。

　

紺
屋
町
マ
ー
ト
で
は
、
小
売
業

経
験
者
を
雇
用
し
、
生
鮮
野
菜
や

日
用
品
、
手
作
り
の
惣
菜
な
ど
を

販
売
す
る
と
と
も
に
、
買
い
物
弱

者
対
策
と
し
て
、
商
品
の
宅
配
・

買
い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
（
営
業
時
間
10
時
～

18
時
30
分
。
水
曜
定
休
日
）

　

今
後
の
買
い
物
弱
者
対
策
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
よ
う
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

紺
屋
町
ア
ー
ケ
ー
ド

　　西条市役所
◎

〒
西条局

旧大屋
デパート

古川玉津橋線

アオイロード

紺屋町マート ▲ご寄付いただいた大亀孝裕氏（左）に
　は、市長から感謝状を贈呈しました。

「
愛
媛
国
体
」
推
進
に
向
け
助
成
金
を
寄
付

西
条
市
丹
原
町
出
身　

大
亀
孝
裕
氏

買
い
物
弱
者
対
策
の
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー

「
紺
屋
町
マ
ー
ト
」
オ
ー
プ
ン

　市では「合宿都市構想」を提唱し、各種スポーツなどのキ
ャンプや合宿の誘致を進めています。２月と３月には、次の
日程で各チームが来西します。（平成23年１月19日現在）
　見学は自由ですので、皆さんの熱い声援をお願いします。■問合せ　市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255

吉備国際大学硬式野球部
日程　２月14日㈪～18日㈮
場所　ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ

拓殖大学野球部
日程　２月14日㈪～24日㈭
場所　ひうち球場

ＪＦＥ西日本硬式野球部
日程　２月20日㈰～28日㈪
場所　東予運動公園野球場

浜松大学硬式野球部
日程　２月26日㈯～３月４日㈮
場所　ひうち球場

東海大学湘南校舎体育会
陸上競技部短距離ブロック
日程　３月３日㈭～９日㈬
場所　ひうち陸上競技場

福井工業大学硬式野球部
日程　３月４日㈮～12日㈯
場所　東予運動公園野球場

大阪体育大学硬式野球部
日程　３月６日㈰～13日㈰
場所　ひうち球場

京都産業大学サッカー部
日程　３月７日㈪～12日㈯
場所　東予運動公園球技場（７日～12日）
　　　ビバ・スポルティア（７日～９日）
　　　ひうち陸上競技場（10日～12日）
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市庁舎別館施設管理局　財産住宅係　℡0897－52－1561
東予総合支所建設管理課　建設管理係　℡0898－64－2700　内線223
丹原総合支所建設管理課　建設管理係　℡0898－68－7300　内線222
小松総合支所建設管理課　建設管理係　℡0898－72－2111　内線333

申込受付期間　２月７日㈪～21日㈪
申込受付場所　市庁舎別館２階　施設管理局
　　　　　　　東予総合支所２階　建設管理課
　　　　　　　丹原総合支所１階　建設管理課
　　　　　　　小松総合支所３階　建設管理課
申し込みに必要な書類
　申込受付場所で申込書を配布しています。その他必要
な書類については、配布時に説明します。
募集する戸数　全30戸（下表参照）
内覧会の開催
　日時：２月13日㈰　９時～12時
　入居申し込みを検討されている方を対象に、完成した
室内を見学する内覧会を開催します。参加を希望される
方は、内覧会当日に現地案内所へお越しください。車で
お越しの方は、小松総合支所駐車場をご利用ください。
入居の決定
　各型別（住戸タイプ）ごとの申込者の中から、抽選で
決定します。併せて、空き住宅が生じた場合を想定して
補欠入居者も決定します。
※補欠入居者の有効期間は平成23年６月30日までです。
抽選の日時・会場
　日時：２月27日㈰　10時
　会場：市庁舎本館５階大会議室
入居予定日
　入居決定後、すみやかに入居手続きを行い、平成23年
４月中の入居を予定しています。

　資格要件は法令および条例等に規定しており、入居に
は、次の１～６すべてに該当していることが必要です。

１．現に同居し、または同居しようとする親族があるこ
　と（単身者向けに該当する場合を除く）。
○同居しようとする親族には、婚姻の届出をしていないが事実
　上婚姻関係と同様の事情にある人および婚姻の予約者（３カ
　月以内）を含みます。ただし、関係書類の提出が必要です。
○高齢者夫婦・単身世帯向けの入居申込者については、年齢制
　限（60歳以上※）等の入居基準があります。

【注意】上記の「※」印は、経過措置により、昭和31年４月
　　　 １日以前に生まれた方を含みます。

○裁量階層とは次に掲げる世帯です。
　①入居者（世帯主）の年齢が60歳以上（※）であり、同居者
のいずれもが60歳以上（※）または18歳未満である方、②身体
障害者（１～４級）、③精神障害者（１・２級）、④知的障害
者、⑤戦傷病者、⑥原爆被爆者、⑦海外からの引揚者、⑧ハン
セン病療養所入所者、⑨同居者に小学校就学前の者がいる世帯

２．現に住宅に困窮していることが明らかであること。
３．入居申込者および同居しようとする親族の収入（公
　営住宅法に規定する所得金額）の合計が、次の収入基
　準に適合すること。
　　一般世帯：月額15万８千円以下
　　裁量階層：月額21万４千円以下

４．市税等の滞納がないこと。
５．認定基準を満たす連帯保証人（２名）をたてること。
６．入居者または同居者のいずれもが、暴力団員による
　不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77
　号）第２条第６号に規定する暴力団員でないこと。

▼ 募集概要 ▼ ▼ 入居資格要件 ▼

　市営住宅の整備は高齢社会に対応した住宅政策の柱として
位置付け、市では平成20年度から「（仮称）宝来団地」の整
備を進めてきました。
　このたび、３月中に「（仮称）宝来団地」が完成しますので
次のとおり入居者の募集を行います。

小松総合支所

国道11号

支所駐車場
宝来集会所

郵便局
銀 行

（仮称）宝来団地
建設地

内覧会駐車場

現地
案内所

申込受付期間　２月７日㈪～21日㈪

団　地　名　（仮称）宝来団地
戸　　　数　30戸
所　在　地　小松町新屋敷甲453番地
構　　　造　鉄筋コンクリート造　６階建
共同施設等　駐車場（30区画）、エレベーター、
　　　　　　全戸バリアフリー仕様等

▼住戸タイプごとの募集対象世帯・戸数など ▼住宅の概要・位置図
住戸タイプ 間取り 床面積 家　賃募集対象世帯・戸数

車椅子対応
（障害）世帯 ２ＤＫ 24,100～47,400円67.5㎡

高齢者夫婦・
単身世帯

２～６階 一般世帯

１～６階

１階Ａ

Ｂ

Ｃ

２戸

３ＤＫ 24,100～47,400円67.5㎡10戸

２ＤＫ 19,300～37,900円54.0㎡18戸

問
合
せ

※例年４月実施の「市営住宅入居者一斉募集」は、平成23年度から７月実施に
　変更いたします。詳しい内容は、７月号の広報紙でお知らせする予定です。

完成予想図
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　市職員の給与は、職務の内容、民間企業との
比較、国や他市町村とのバランスを考慮して、
条例で定めています。問合せ：市庁舎本館職員課　職員係　℡0897－52－1229

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後
　の年数をいいます。

※　１．西条市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

※配偶者のない職員の場合、扶養親族のうち１人は、11,000円。
※満15歳に達する日後の最初の年度初めから満22歳に達する日以降の最初の年
　度末までの子１人につき、5,000円加算。

※　１．基本給とは職員の給料、扶養手当の合算額の平均です。
　　２．平均月収額は職員の基本給と毎月支払われる各種手当（扶養手当、通
　　　勤手当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）を含めた額です。

※　１．職員数は一般職に属する職員数（教育長１人を含む）です。地方公務員の身
　　　分を保有する休職者と派遣職員などを含み、臨時・非常勤職員を除いています。
　　２．（　）内は条例定数の合計です。

※　１．決算には消費税を含んでいません。
　　２．職員給与費とは、職員に対して支給される給料と各種手当（扶養手当、
　　　通勤手当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）に要する経費
　　　であり、退職手当に要する経費は含んでいません。

※　１．職員手当には退職手当を含みません。
　　２．職員数は平成21年４月１日現在の実数です。

その他の加算措置
○退職手当調整額：職務の等級の区分に応じた調整月額を定め、在職期間のう
　　　　　　　　　ち、その月額の高いほうから60月分の合計額を加算
○定年前早期退職特別措置：２～20％加算措置

１人当たりの平均支給額：2,243万円（平成21年度退職者への平均支給額）

加算措置の状況：職制上の段階、職務の級等による加算措置

手当の種類（手当数）：14種類（代表的な手当は次のとおり）
○支給額の多い手当：消防職員手当、救急手当、税務手当、社会福祉業務手当
○多くの職員に支給されている手当：同上

※平均給与月額は平成22年４月に支給された給料のほか、各種手当（扶養手当、
　通勤手当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）を含めた額です。

※　１．職員手当には退職手当を含みません。
　　２．職員数は平成21年４月１日現在の実数です。

※人件費には、市長などの特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

職員数
（Ａ）

給　与　費

給　料 職員手当 計（Ｂ）期末勤勉手当

１人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）

市職員の給与と職員数の状況
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加しました。文化協会や
公民館・丹原西中学校生
徒会が設置した説明板や
道標を確かめながら、急
な坂道を登りました。
　道標に丹原西中学校の

名が入っているのは、学校活動で赤滝城など三城址を登山
していたことがあるからです。
　結局この日の探索では、高度計で620ｍ地点まで登り、
崩れた岩屋を見つけましたが、確かめたかった岩屋とは異
なっていたようでした。また、城址の確認もできませんで
した。それでも、登山道上り口にある大野霊神社の絵馬の
大きさと迫力を堪能することができました。
　参加者の皆さんは再度の挑戦を誓い、帰りにはかつて丹
原西中生が歩いた道を通って無事下山しました。　

　丹原町明河地区の青滝山（標高1,303ｍ）の山腹にある
赤滝城址は、源平両氏の興亡を懸けた戦いが行われた、日
本史を飾る一大史跡です。
　治承４（1180）年、河野通清らの源氏勢に、志川の文台城・
鞍瀬の大熊城を攻め落とされた平惟盛の目代一党が、最後
の拠点として立てこもった要害の地が赤滝城でした。本城
の岩屋・野地の岩屋・木釣の岩屋など、付近の断崖絶壁に
は洞窟が数多くありますが、しょせん洞窟戦は負け戦で
「もはやこれまで」と覚悟を決めた目代とその一族ら９人
は岩屋から打って出て、乱戦の末自害し果てたそうです。
　昨年11月末、桜樹公民館と丹原史談会の共催で実施し
た、登山道の整備を兼ねた赤滝城の探索には24名の方が参

　高橋さんのご子息で小学校教諭であった高橋和（むつ
む）さんは、石根小学校在任中にカルタに登場する史跡を
写真に撮り、歴史やいわれを記して「石根物語～ふるさと
巡り～」という小冊子を作り、当時の卒業生に贈りました。
　和さんは「郷土の歴史を後世に伝えたいという父や私た
ちの思いが石根小に引き継がれ、子どもたちが楽しく学べ
る機会をつくっていることが
うれしいですね。こうして石
根の歴史や昔話がいつまでも
語り継がれてほしいです」と、
にこやかに話してくれました。
　このカルタを通して、子ど
もたちは郷土の歴史や文化を
身近に感じ、愛着を深めてい
るのではないでしょうか。

　石根地区の歴史や昔話・地名の由来などを子どもたちに
知ってもらおうと、昭和56年に石根小学校の先生や老人ク
ラブの方、歴史に詳しい先生などの協力を得て、「石根郷
土カルタ」が高橋孝一さんによって作られました。

　絵札は高橋さんの図案を元に子ど
もたちが描いたもので、石根小学校
では翌年から毎年１月に郷土カルタ
大会が行われています。また、カル
タで紹介された史跡めぐりをしたり、
その絵柄が国道11号大頭交差点の歩
道橋に描かれたりと、郷土カルタは
すっかり地域に根ざしています。

　全国の音楽関係者の間で有名な、ギターづくりの匠が西
条市に住んでいます。壬生川で「シーガル弦楽器工房」を
営む塩﨑雅亮さんがその人です。
　塩﨑さんは中学生のころにフォークギターの音色にひか
れ、大学時代にギターづくりを決心したそうです。その後、
信州の知人から楽器づくりのアドバイスを受け、団塊の世
代の方々にはよく知られているニール・ヤング等が使用し

た米国マーチン社のギターの
構造をじっくりと研究したそ
うです。そして、26歳の時に
郷里に工房を開き、さまざま
な研究を重ねてきました。

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

東予・丹原・小松の各総合支所管内での、
身近な出来事や話題などを紹介するコーナーです。

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048

▲楽しく学んだ去年のカルタ大会

▲

カ
ル
タ
に
つ
い
て
語
る
高
橋
和
さ
ん

世界で奏でられる西条発の音色
　　　　　　　　　～手づくりギターに懸けた東予の匠～

▲

匠
の
手
づ
く
り
ギ
タ
ー

　匠の特徴は手仕事へのこだわりで、
音色を決めるボディづくりでは、使
用するノミやカンナまで自ら製作す
るほど徹底しています。
　これまで、900本余りのギターを
世に送り出してきましたが、最近に
なってようやく自信の持てる作品も
できるようになったそうです。大手
メーカーのような大量生産ではなく、
一本一本個性の違うギターが匠の手によって作られ、まさ
に「ギターづくりは音づくり」というその技が随所に施さ
れています。しかし、材料となる良い木材が減少している
そうで、それが最近の気掛かりだとか…。
　匠の手づくりギターが奏でる西条発の繊細な音色が、今
日も日本はもとより世界の人々の心に響いています。

▲

音
色
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
塩
﨑
さ
ん

楽しく学ぼう　郷土の歴史
　　　　　　　　　　　　　　　　　～石根郷土カルタ～

ご存知ですか？「赤滝城址」
　　　　　　　　　　　　　～桜樹公民館・丹原史談会～

▲

参
加
者
の
皆
さ
ん

もくだいこれもり

みちきよ

こ　が
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サ
イ
ク
ス
の
新
規
会
員
企
業
で

あ
る
㈱
さ
い
じ
ょ
う
太
陽
の
郷
で

は
、
住
民
参
加
型
の
「
太
陽
光
発

電
促
進
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
域
普
及
を
め
ざ
し
て
、
市
内
の

約
１
０
０
世
帯
を
対
象
と
し
て
行

う
も
の
で
す
。

　
「
地
球
環
境
を
守
り
た
い
。
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
で
、

持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
り
た

い
」
と
の
想
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
事
業
で
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

設
置
家
庭
に
お
い
て
、
発
電
状
況

を
毎
日
確
認
す
る
こ
と
で
節
電
意

識
が
向
上
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

の
促
進
が
図
ら
れ
、
ひ
い
て
は
地

球
温
暖
化
防
止
へ
貢
献
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
事
業
で
削
減
さ
れ
る
二
酸
化

炭
素
量
は
、
年
間
約
１
３
２
㌧
―

Ｃ
Ｏ
２
で
、
そ
の
削
減
効
果
は

石
油
換
算
で
18
リ
ッ
ト
ル
缶
約

５
３
０
０
缶
分
に
も
上
り
、
地
球

に
優
し
い
取
り
組
み
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス（
Ｃ

Ｂ
）」
と
は
、
住
民
が
主
体
と
な

り
地
域
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
が
抱

え
る
課
題
を
解
決
し
、
そ
の
活
動

の
利
益
を
地
域
に
還
元
し
て
い
こ

う
と
す
る
、
地
域
密
着
ビ
ジ
ネ
ス

の
こ
と
で
す
。

　

今
月
は
、
市
内
で
の
Ｃ
Ｂ
の
事

業
例
を
紹
介
し
、
将
来
的
な
可
能

性
を
探
り
ま
す
。

■
田
舎
の
良
さ
を
活
か
す

　
丹
原
町
高
松
に
昨
年
11
月
、
若

い
夫
婦
が
「
ひ
な
の
や
」
と
い
う

店
舗
兼
製
造
所
を
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
古
民
家
を
改
築
し
た
、
田

舎
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
の
よ
う

な
店
内
に
は
、
地
元
産
米
や
お
し

ゃ
れ
な
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
ポ

ン
菓
子
な
ど

が
並
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

会
社
勤
め

を
経
て
、
家

業
の
農
機
具

店
を
継
ぐ
た

め
に
帰
郷
し

た
玉
井
大
蔵

代
表
は
、
ふ
る
さ
と
の
農
家
の
人

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
地

元
に
は
田
舎
の
近
所
付
き
合
い
の

良
さ
が
あ
り
、
お
い
し
い
農
作
物

に
恵
ま
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
一
方
で
農
家
数
の
減
少
や
耕

作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
、

地
域
の
元
気
が
な
く
な
っ
て
い
く

の
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
「
農
家
や
地
域
を
元
気

に
で
き
な
い
か
」
と
考
え
た
末
、

地
元
の
お
い
し
い
お
米
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
付
加

価
値
を
高
め
た
地
元
産
米
の
販
売

を
し
た
い
と
起
業
し
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
、
特
別
栽
培
米
の
ほ

か
、
東
予
地
方
で
昔
か
ら
「
嫁
入

り
豆
」
と
し
て
な
じ
み
の
あ
る
ポ

ン
菓
子
を
日
常
的
に
食
べ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
ナ
ッ
ツ

味
や
は
ち
み
つ
ミ
カ
ン
味
な
ど
に

加
工
し
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
懐
か

し
さ
と
新
し
さ
を
楽
し
め
る
商
品

が
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

■
広
が
る
Ｃ
Ｂ
の
輪

　
「
ひ
な
の
や
」
の
試
み
は
、
地

域
の
人
々
が
気
軽
に
訪
れ
て
地
元

産
品
を
使
っ
た
商
品
開
発
の
話
を

す
る
な
ど
、
広
が
り
を
見
せ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
同
世
代
の
中

か
ら
は
、
違
う
業
態
な
が
ら
地
域

を
元
気
に
し
よ
う
と
取
り
組
む
仲

間
も
現
れ
て
き
て
お
り
、
一
緒
に

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
連
携

も
進
ん
で
い
ま
す
。

　
「
西
条
に
は
良
い
素
材
を
作
れ

る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
い
か

に
付
加
価
値
を
高
め
て
発
信
し
て

い
く
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
継
続
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
」
と
玉
井
代
表
は
語

り
ま
す
。

　

自
然
や
文
化
・
人
な
ど
の
地
域

の
既
存
資
源
を
活
用
し
、
新
し
い

価
値
観
を
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
と
同

時
に
地
域
全
体
に
活
力
が
生
ま
れ

ま
す
。
Ｃ
Ｂ
の
広
が
り
は
、
そ
の

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
す
。

地域の魅力発信に取り組む玉井夫妻

「
ひ
な
の
や
」
の
店
内

　サイクス（ＳＩＣＳ）は、産業情報支援
センターの運営組織である、㈱西条産業情
報支援センターの愛称です。
　今月は、先月に引き続き、住民主体の地
域密着ビジネスとして注目を集めるコミュ
ニティビジネスについて紹介します。

74

地
域
の
課
題
を
住
民
主
体
で
解
決
！

注
目
を
集
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
後  編

会
員
企
業
の
事
業
紹
介

住
民
参
加
型

　
　

太
陽
光
発
電
促
進
事
業
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厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
「
老

齢
年
金
」
な
ど
、
老
齢
（
退
職
）
を

支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
は
、

税
法
上
「
雑
所
得
」
と
し
て
所
得

税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
老
齢
年
金
の
額
が

１
０
８
万
円
以
上
（
65
歳
以
上
の

方
は
１
５
８
万
円
以
上
）
の
方
に

つ
い
て
は
、
所
得
税
を
源
泉
徴
収

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成
22

年
中
に
老
齢
年
金
を
受
け
取
ら
れ

て
い
る
方
全
員
に
対
し
て
、
源
泉

徴
収
票
を
平
成
23
年
１
月
下
旬
に

送
付
し
て
い
ま
す
。

　

年
金
以
外
に
ほ
か
の
収
入
が
あ

り
、
税
務
署
で
確
定
申
告
す
る
場

合
や
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
場
合
は
、
源
泉

徴
収
票
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
場
合

は
再
交
付
が
で
き
ま
す
の
で
、
紛

失
さ
れ
た
方
は
、
最
寄
り
の
年
金

事
務
所
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
は
非
課

　

税
で
す
の
で
、
源
泉
徴
収
票
は

　

送
付
し
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
２

○
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

ＴＥＬ
０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５

○
市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

■
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

　

平
成
22
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
に
お
け
る
税
務
署
で
の
相
談
、

申
告
書
の
受
付
・
納
税
は
、
２
月

16
日
㈬
～
３
月
15
日
㈫
で
す
。

　

還
付
申
告
書
は
平
成
23
年
１
月

１
日
以
降
提
出
で
き
ま
す
。

■
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確

定
申
告
（
個
人
事
業
者
）

　

平
成
22
年
分
の
個
人
事
業
者
の

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告

と
納
税
は
、
３
月
31
日
㈭
ま
で
で

す
。

■
贈
与
税
の
申
告
と
納
税

　

平
成
22
年
１
月
１
日
～
12
月
31

日
の
１
年
間
に
個
人
か
ら
も
ら
っ

た
財
産
の
価
額
が
１
１
０
万
円
を

超
え
る
方
は
、
贈
与
税
の
申
告
と

納
税
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
平
成

22
年
分
の
贈
与
税
の
申
告
と
納
税

は
、
３
月
15
日
㈫
ま
で
で
す
。

■
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
確
認

　

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る
際
に

使
用
す
る
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
」
の
電
子
証
明
書
は
、
発
行
の

日
か
ら
３
年
間
有
効
で
す
。

　

申
告
等
の
際
は
、
有
効
期
限
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

伊
予
西
条
税
務
署

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
２
９
０

18
日　

市
県
民
税
第
４
期
分
、
国

　

民
健
康
保
険
税
第
７
期
分
の
督

　

促
状
の
発
送

28
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
８
期

　

分
の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

　

の
督
促
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

　

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

　

３
月
31
日
㈭
に
確
定
す
る
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。
登
録
に
該
当
す
る

方
は
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
録
資
格

　

平
成
３
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
、
市
内
に
住
所
が
あ

り
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

き
耕
作
の
業
務
を
営
む
方
、
も
し

く
は
そ
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ

の
配
偶
者
で
、
１
年
に
60
日
以
上

耕
作
に
従
事
す
る
方

■
縦
覧
期
間　

２
月
23
日
㈬
～
３

月
９
日
㈬　

８
時
30
分
～
17
時

■
縦
覧
場
所　

市
庁
舎
別
館
３
階

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
３

■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

老
齢
年
金
受
給
者
に
源
泉
徴
収

票
を
送
付
し
て
い
ま
す

２
月
の
市
税
ご
よ
み

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

確
定
申
告
書
は

自
分
で
作
成
し
て
お
早
め
に
！

　現在の地上アナログテレビ放送は、平成23年７月24日㈰までに、地上デジタルテレビ（地デ
ジ）放送に完全移行します。地デジ放送対応のテレビやアンテナのご準備をお急ぎください。

デジサポ愛媛（総務省　愛媛県テレビ受信者支援センター）
℡089－903－0101　受付：９時～21時（土・日曜日、祝日は18時まで）

地デジ放送視聴の
ご相談は
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愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
に

よ
る
平
成
23
年
度
の
交
通
災
害
共

済
の
加
入
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

交
通
災
害
共
済
は
、
国
内
の
交

通
事
故
で
災
害
を
受
け
た
場
合
に

見
舞
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。

　

簡
単
に
加
入
で
き
て
請
求
手
続

き
も
簡
単
で
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ

て
加
入
し
、
万
一
の
交
通
事
故
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

■
共
済
期
間

　

平
成
23
年
４
月
１
日
～
平
成
24

年
３
月
31
日
（
年
度
途
中
に
加
入

さ
れ
た
場
合
は
、
掛
金
を
納
め
た

翌
日
か
ら
開
始
と
な
り
ま
す
）

■
掛
金
（
年
間
１
人
当
た
り
）

○
一
般　
　
　
　

７
０
０
円

○
中
学
生
以
下　

３
０
０
円

※
年
度
途
中
に
加
入
し
た
場
合
も

　

同
額
で
す
。

■
加
入
口
数　

１
人
１
口

■
加
入
資
格

○
西
条
市
に
住
所
登
録
ま
た
は
外

　

国
人
登
録
を
し
、
市
内
に
居
住

　

し
て
い
る
方

○
西
条
市
に
居
住
す
る
交
通
災
害

　

共
済
加
入
者
の
被
扶
養
者
で
、

　

市
外
に
居
住
し
て
い
る
方　
　

■
加
入
方
法

　

申
込
用
紙
と
掛
金
を
持
っ
て
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
（
郵
便
局
を

除
く
）
の
窓
口
で
加
入
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
用
紙
の
配
布

○
平
成
22
年
度
の
交
通
災
害
共
済

　

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
に
は
、

　

世
帯
全
員
が
加
入
で
き
る
申
込

　

用
紙
を
送
付
し
ま
す
。
（
た
だ

　

し
、
世
帯
の
一
部
の
方
が
加
入

　

し
て
い
る
場
合
は
、
加
入
者
の

　

み
記
載
し
た
申
込
用
紙
を
送
付

　

し
ま
す
）

○
平
成
22
年
度
は
未
加
入
で
、
平

　

成
23
年
度
の
交
通
災
害
共
済
に

　

加
入
を
希
望
す
る
方
は
、
申
込

　

用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
担

　

当
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
危
機
管
理
課

　

交
通
治
安
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
４

○
各
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係

　

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制

度
は
、
医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の

負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

　

世
帯
内
の
同
じ
医
療
保
険
の
被

保
険
者
全
員
が
、
１
年
間
（
毎
年

８
月
～
翌
年
７
月
）
に
支
払
っ
た

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負

担
額
（
高
額
療
養
費
や
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
を
除
い
た
額
）
を
合

計
し
、
左
表
の
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
、

そ
の
超
え
た
金
額
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
医
療
保
険
・
介
護
保
険
い
ず

れ
か
の
自
己
負
担
額
が
０
円
の
場

合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
限
度
額
を

超
え
た
額
が
５
０
０
円
未
満
の
場

合
も
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
支
給
申
請

　

申
請
先
は
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
で
す
。
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
（
長
寿
）
医
療
制
度
以

外
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額

証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
７
月
31
日
（
支
給
基

準
日
）
現
在
、
国
民
健
康
保
険
ま

た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
、
支
給
対
象
と
な
る
世
帯
に

は
「
お
知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
の

で
、
そ
の
内
容
に
従
っ
て
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
次
に

該
当
す
る
方
は
「
お
知
ら
せ
」
が

届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
支

給
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は

担
当
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
「
お
知
ら
せ
」
が
届
か
な
い
方

　

平
成
21
年
８
月
１
日
～
平
成
22

年
７
月
31
日
の
間
に
、

○
市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

○
医
療
保
険
が
変
わ
っ
た
方

○
医
科
・
歯
科
で
の
受
診
が
一
度

　

も
な
い
方
（
柔
道
整
復
、
あ
ん

　

ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
み
の
方
）

※
職
場
な
ど
の
健
康
保
険
加
入
者

　

は
、
加
入
し
て
い
る
保
険
者
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
国
保
医
療
課

　

医
療
係
（
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
つ
い
て
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
２

　

国
保
係
（
国
民
健
康
保
険
に
つ

い
て
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
７

○
市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

介
護
認
定
給
付
係
（
介
護
保
険

に
つ
い
て
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
２
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
、
福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

交
通
災
害
共
済
の
加
入
受
付
を

行
い
ま
す

■自己負担限度額
▼後期高齢者（長寿）医療制度に加入している方
　国民健康保険に加入している、70歳～74歳の方

▼国民健康保険に加入している、70歳未満の方

※世帯員全員が、市民税の課税対象となる各種所得の金額がない方など。
　年金収入のみの方の場合は、年金受給額80万円以下の方。

保険証の負担割合が「３割」となって
いる場合①

②

③

①

②

③

④ ③のうち、世帯員全員の所得が一定以
下（※）の場合

世帯員全員の基礎控除後の合計所得が
600万円を超える場合

世帯員全員が市民税非課税の場合

世帯員全員が市民税非課税の場合

①・③以外の場合

①・③・④以外の場合

６７万円

５６万円

３１万円

１９万円

１２６万円

６７万円

３４万円

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制

度
を
ご
存
じ
で
す
か
？
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経
済
的
な
理
由
で
大
学
へ
の
進

学
が
困
難
な
方
に
、
市
で
は
奨
学

資
金
（
入
学
支
度
金
・
修
学
金
）

の
貸
付
を
し
て
い
ま
す
。

※
ほ
か
の
奨
学
金
な
ど
を
受
け
る

　

方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
期
限　

３
月
10
日
㈭

■
貸
付
予
定
人
員

○
入
学
支
度
金　

２
人

○
修
学
金　
　
　

５
人

■
貸
付
対
象
者
の
要
件

入
学
支
度
金

○
修
学
金
の
貸
付
を
受
け
る
要
件

　

を
備
え
て
い
る
方
の
親
権
者
ま

　

た
は
成
年
後
見
人

修
学
金

○
日
本
国
民
で
、
引
き
続
き
３
年

　

以
上
西
条
市
に
住
所
が
あ
る
方

　

の
子
弟
で
、
４
年
制
以
上
の
大

　

学
に
進
学
さ
れ
る
方

○
学
業
・
人
物
と
も
に
優
秀
な
方

○
学
資
の
支
払
い
が
困
難
で
あ
る

　

と
認
め
ら
れ
る
方

■
貸
付
額

○
入
学
支
度
金　

30
万
円
以
内

○
修
学
金　

月
額
３
万
円
以
内

■
貸
付
金
返
還

○
貸
付
金
は
無
利
子
で
、
修
学
金

　

貸
付
期
間
終
了
後
、
１
年
間
据

　

え
置
か
れ
ま
す
。

○
入
学
支
度
金
は
４
年
間
で
、
半

　

年
ご
と
に
３
万
７
５
０
０
円
を

　

償
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
修
学
金
は
８
年
間
で
、
半
年
ご

　

と
に
貸
付
金
額
に
応
じ
て
償
還

　

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
学
校
教
育
課

　

学
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
２

　

小
・
中
学
校
の
通
学
区
域
は
市

教
育
委
員
会
が
設
定
し
、
児
童
生

徒
の
居
住
地
に
よ
っ
て
通
学
す
る

学
校
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
は
、
保
護
者
か
ら
の
申
請

に
よ
っ
て
校
区
外
通
学
を
許
可
し

て
い
ま
す
。

■
校
区
外
通
学
の
要
件

○
身
体
的
事
情
、
家
庭
的
事
情
な

　

ど
、
市
教
育
委
員
会
が
認
め
る

　

事
情
が
あ
る
場
合

○
浦
山
小
学
校
ま
た
は
田
滝
小
学

　

校
へ
通
学
を
希
望
す
る
場
合

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
学
校
教
育
課

　

学
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
２

○
各
総
合
支
所
内

　

市
教
育
委
員
会
各
分
室

　

市
で
は
、
自
治
会
等
で
平
成
22

年
度
中
に
支
払
っ
た
防
犯
灯
の
維

持
費
（
電
気
料
金
）
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

■
申
請
期
限　

２
月
18
日
㈮

■
補
助
対
象　

自
治
会
等
が
設
置

し
て
電
気
料
金
を
支
払
っ
て
い
る

防
犯
灯
（
公
衆
街
路
灯
）
で
、
広

告
灯
お
よ
び
こ
れ
に
類
す
る
照
明

施
設
を
除
い
た
も
の
。

■
補
助
額　

平
成
22
年
度
中
に
支

払
っ
た
電
気
料
金
の
３
割
以
内

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
危
機
管
理
課

　

交
通
治
安
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
４

○
各
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係

　

市
で
は
四
国
労
働
金
庫
と
協
同

で
、
勤
労
者
と
そ
の
家
族
の
教
育

資
金
を
融
資
し
て
い
ま
す
。

■
融
資
の
対
象
者

　

市
内
に
居
住
ま
た
は
居
住
し
よ

う
と
す
る
勤
労
者
で
、
次
の
要
件

す
べ
て
に
該
当
す
る
方

○
20
歳
以
上
60
歳
以
下

○
同
一
の
事
業
所
に
１
年
以
上
勤

　

務
し
て
い
る

○
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る

○
前
年
の
所
得
が
２
０
０
万
円
以

　

上
１
０
０
０
万
円
未
満

■
融
資
額　

２
０
０
万
円
以
内

■
融
資
金
の
使
途

　

高
校
卒
業
後
、
就
学
年
２
年
制

以
上
の
学
校
に
お
け
る
教
育
に
必

要
な
費
用

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
商
工
労
政
課

　

労
政
雇
用
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
８
２

○
四
国
労
働
金
庫
西
条
支
店

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－
２
８
６
４

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
高
校
や

大
学
な
ど
の
入
学
・
在
学
に
か
か

る
費
用
を
日
本
政
策
金
融
公
庫
が

融
資
す
る
公
的
な
制
度
で
す
。

　

一
人
に
つ
き
３
０
０
万
円
以
内

の
利
用
が
で
き
、
在
学
期
間
内
は

利
息
の
み
の
返
済
と
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
５
７
０

－

０
０
８
６
５
６

※
右
記
の
番
号
が
利
用
で
き
な
い

　

場
合
は
、
ＴＥＬ
０
３

－

５
３
２
１

　

－

８
６
５
６
へ
。

　

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
が
自
動

車
の
運
転
免
許
を
取
得
も
し
く
は

自
身
が
運
転
で
き
る
よ
う
に
自
動

車
を
改
造
す
る
場
合
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
運
転
免
許
取
得
費
の
助
成

○
障
害
種
別
等

　

種
別
等
級
は
問
い
ま
せ
ん
。

○
助
成
の
対
象

　

普
通
一
種
免
許
の
取
得
に
係
る

経
費
の
２
分
の
１
以
下

○
助
成
の
限
度
額　

10
万
円

■
自
動
車
改
造
費
の
助
成

○
障
害
種
別
等

　

上
肢
、
下
肢
、
体
幹
機
能
の
障

害
が
あ
る
方

○
助
成
の
対
象

　

ハ
ン
ド
ル
、
ア
ク
セ
ル
、
ブ
レ

ー
キ
な
ど
、
障
害
者
が
運
転
で
き

る
よ
う
に
改
造
す
る
経
費

○
助
成
の
限
度
額　

10
万
円

※
自
動
車
改
造
費
の
助
成
に
は
、

　

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

大
学
奨
学
資
金
貸
付
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

国
の
教
育
ロ
ー
ン

校
区
外
通
学
の
許
可
申
請

勤
労
者
の

教
育
資
金
を
融
資
し
ま
す

防
犯
灯
維
持
費
の
補
助
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

身
体
障
害
者
の
運
転
免
許
取
得

費
・
自
動
車
改
造
費
を
助
成
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火
災
発
生
時
に
感
知
・
避
難
が

困
難
な
障
害
者
の
世
帯
に
対
し
、

火
災
警
報
器
を
給
付
し
ま
す
。

■
対
象

　

肢
体
不
自
由
、
視
覚
障
害
、
聴

覚
障
害
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
２

級
以
上
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
保

健
福
祉
手
帳
１
級
の
い
ず
れ
か
を

所
持
す
る
方

■
世
帯
条
件

　

障
害
者
の
み
の
世
帯
、
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
世
帯

■
自
己
負
担

　

原
則
と
し
て
１
割
負
担
（
世
帯

の
課
税
状
況
に
よ
っ
て
、
上
限
額

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
）

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

障
害
者
世
帯
に
給
付
し
ま
す

　消防法と西条市火災予防条例により、住宅用火災
警報器を平成23年５月31日までに設置しなければな
りません。住宅用火災警報器の設置が必要と分かっ
ていても、購入に至ることができない方には「住宅
用火災警報器の共同購入」をお勧めします。
　現在、消防本部では、消防団や自治会等の協力を
得て、共同購入を実施しています。
　共同購入の説明会を希望される自治会等は、消防
本部予防課へご連絡ください。

■共同購入のメリット
○大量に購入することで、価格が安くなります。
○地域全体の防火対策になります。
○悪質訪問販売の被害が防げます。
■問合せ　消防本部予防課　℡0897－56－0251

　平成22年中は前年に比べて、出場
件数が205件増加、搬送人員が187
人増加しました。
　救急車はケガや病気で命にかかわ
る人を病院に搬送するための緊急自
動車です。救急車の不適正利用が増
加すると、本当に緊急を要する傷病
者への対応が遅れるため、救急車の
適正な利用にご協力ください。

　平成22年中の火災件数は41件で、
前年に比べて９件（28％）増加しま
した。出火原因は、第１位が「たき
火」５件、第２位が「放火」「コン
ロ」「たばこ」の各４件でした。
　これからは空気が乾燥し、火災の
発生しやすい気象状態が続きます。
火の取り扱いには細心の注意を払い、
西条市から火災をなくしましょう。

１日の平均出場件数
その他
急病
自損行為
加害
一般負傷
運動競技事故
労働災害事故
交通事故
水難事故
自然災害事故
火災
合　計

出場件数 搬送人員 出場件数 搬送人員 出場件数 搬送人員

１件平均損害額
１カ月平均火災件数

死傷者

焼損面積
（建物）

焼損面積（林野）

り災世帯数
焼損棟数

その他の火災

船舶火災

車両火災

林野火災

建物火災

合　計 件　数
損害額

件　数
損害額

件　数
損害額

件　数
損害額

件　数
損害額

件　数
損害額

床面積
表面積

死　者
傷　者

区　　　分 平成22年　(Ａ)

平成22年　(Ａ) 平成21年　(Ｂ)

平成21年　(Ｂ) 前年との比較 (Ａ－Ｂ)

前年との比較 (Ａ－Ｂ)
区　　　分

平成22年の出場件数・搬送人員と前年との比較

平成22年の火災と前年との比較

４１件

２７件

０件

６件

０件

８件

７８，７４７千円

７５，７４９千円

０千円

２，４６９千円

０千円

５２９千円
３５棟
９世帯

１，７２８㎡
１６３㎡

０ａ
０人
９人

３．４件
１，９２１千円

３２件

２４件

０件

５件

０件

３件

８０，６９１千円

６６，９１１千円

０千円

１３，３４３千円

０千円

４３７千円
３５棟
１４世帯

１，６０９㎡
１８㎡
０ａ
２人
２人

２．７件
２，５２２千円

２０５件 １８７人
３件 ４人
０件 ０人

△ ５件 △ ４人
△ １２件 △ １０人
△ ８件 △ ５人

△ １０件 △ １１人
７９件 ６３人
７件 ６人

△ ２件 ５人
１３２件 １１３人
２１件 ２６人

９件

３件

０件

１件

０件

５件

△ １，９４４千円

８，８３８千円

０千円

△ １０，８７４千円

０千円

９２千円
０棟

△ ５世帯
１１９㎡
１４５㎡

０ａ
△ ２人
７人

０．７件
△ ６０１千円

△は減少

△は減少

４,３０１件 ４,１４０人
５件 ５人
０件 ０人
０件 ０人

５２１件 ６１２人
３９件 ３８人
１６件 １６人
６３４件 ６０７人
３３件 ２９人
４８件 ３５人

２,４２７件 ２,２５８人
５７８件 ５４０人
１１.８件

４,０９６件
２件
０件
５件

５３３件
４７件
２６件
５５５件
２６件
５０件

２,２９５件
５５７件
１１.２件

３,９５３人
１人
０人
４人

６２２人
４３人
２７人

５４４人
２３人
３０人

２,１４５人
５１４人

出火件数 　      41件
損 害 額 　78,747千円

出場件数　　4,301件
１日当たり　 11.8件
搬送人員　　4,140人
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■
日
時

　

２
月
19
日
㈯　

13
時
～
15
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室
２
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容

　

当
市
出
身
の
青
年
海
外
協
力
隊

経
験
者
に
よ
る
帰
国
報
告
会
。
エ

チ
オ
ピ
ア
で
の
生
活
や
活
動
の
発

表
、
参
加
型
の
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通

し
て
世
界
の
現
状
を
学
び
ま
す
。

■
講
師　

一
色　

啓
氏

■
対
象　

市
内
に
在
住
・
通
学
す

る
中
学
生
・
高
校
生
・
社
会
人

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
間

　

２
月
１
日
㈫
～
15
日
㈫

■
申
込
先　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

■
日
時　

２
月
20
日
㈰

　

９
時
～
15
時
（
地
元
産
・
グ
ル

メ
街
は
、
11
時
～
14
時
）

■
場
所

　

フ
ジ
グ
ラ
ン
西
条　

駐
車
場

■
内
容

○
新
鮮
ベ
ジ
フ
ル
街

　

東
予
地
区
の
新
鮮
な
野
菜
や
果

物
を
販
売

○
西
条
！
絶
品
街

　

市
内
の
お
い
し
い
も
の
、
ベ
ジ

フ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
え
ひ
め
と
西

条
高
校
生
の
コ
ラ
ボ
商
品
を
販
売

○
地
元
産
・
グ
ル
メ
街

　

地
元
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
グ
ル

メ
飲
食
品
を
販
売

■
問
合
せ

　

東
予
地
方
局
西
条
第
２
庁
舎

　

産
業
振
興
課

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

７
３
２
２

■
展
示
期
間

　

２
月
26
日
㈯
～
４
月
10
日
㈰

※
２
月
の
休
館
日

　

８
日
㈫
・
14
日
㈪
～
16
日
㈬
・

21
日
㈪
・
28
日
㈪

■
内
容

　

砂
浜
に
生
息
す
る
動
植
物
や
、

流
れ
着
く
漂
着
物
か
ら
環
境
を
考

え
ま
す
。
（
入
場
無
料
）

■
問
合
せ

　

愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
０

－

４
１
０
０

　

愛
媛
労
働
局
で
は
特
定
最
低
賃

金
を
改
正
し
、
平
成
22
年
12
月
25

日
か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。

■
改
正
後
の
特
定
最
低
賃
金

①
パ
ル
プ
、
紙
製
造
業

　

１
時
間　

７
７
５
円

②
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機

　
械
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製

　
造
業

　

１
時
間　

７
８
８
円

③
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

　
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

　
通
信
機
械
器
具
製
造
業

　

１
時
間　

７
５
３
円

④
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機

　
関
製
造
業

　

１
時
間　

８
０
０
円

⑤
各
種
商
品
小
売
業

　

１
時
間　

６
９
６
円

※
①
～
⑤
の
労
働
者
と
①
～
③
の

　

産
業
に
は
特
定
最
低
賃
金
の
適

　

用
除
外
と
な
る
労
働
者
・
業
種

　

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

　

に
該
当
す
る
場
合
は
愛
媛
県
最

　

低
賃
金
（
１
時
間
６
４
４
円
）

　

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ

○
愛
媛
労
働
局
賃
金
室

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
３
５

－

５
２
０
５

○
新
居
浜
労
働
基
準
監
督
署

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
７

－

０
１
５
１

特
定
最
低
賃
金
を
改
正

ふ
る
さ
と
マ
ル
シ
ェ

デ
ラ
ッ
ク
ス
！

の
ぞ
い
て
み
よ
う
！

国
際
協
力
の
世
界
in
西
条

総
合
科
学
博
物
館
企
画
展

な
ぎ
さ
の
博
物
館　

砂
浜

問
合
せ　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
内

　

観
光
振
興
課

℡
０
８
９
７

－

４
７

－

３
５
７
５
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■
開
催
日
（
土
・
日
曜
日
除
く
）

○
初
級
（
全
７
回
）

　

２
月
23
日
㈬
～
３
月
３
日
㈭

○
中
級
（
全
７
回
）

　

３
月
７
日
㈪
～
15
日
㈫

■
受
講
時
間　

10
時
～
12
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

60
歳
以
上
の
方

■
受
講
内
容

○
初
級　

操
作
の
基
本
、
イ
ン
タ

　

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
な
ど

○
中
級　

ワ
ー
ド
２
０
０
３
で
の

　

文
書
作
成
な
ど

※
基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

　

Ｘ
Ｐ
を
使
い
ま
す
。

■
定
員

　

初
級
20
人
、
中
級
10
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で

　

決
定
し
ま
す
。

■
テ
キ
ス
ト
代

○
初
級　

１
０
５
０
円

○
中
級　

１
５
７
５
円

■
申
込
期
限　

２
月
14
日
㈪

■
申
込
先　

㈱
西
条
産
業
情
報
支

援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
０

■
日
時　

２
月
８
日
㈫

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

■
場
所　

西
条
商
工
会
議
所
本
所

■
テ
ー
マ

　

地
域
食
文
化
の
開
発
と
ヒ
ッ
ト

す
る
企
画
の
極
意　

～
地
域
に
眠

る
財
産
を
呼
び
覚
ま
す
～

■
講
師　

㈱
プ
ラ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表
取

締
役　

出
村
明
弘
氏

■
申
込
先

　

西
条
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
７

－

４
６
７
１

■
日
時

　

２
月
17
日
㈭　

19
時
～
21
時

■
場
所　

西
条
商
工
会
議
所
本
所

■
テ
ー
マ

　

１
０
０
回
失
敗
、50
億
失
っ
た
、

七
転
び
八
起
き
の
成
〝
幸
〟
体
験

談　

～
失
敗
は
「
成
幸
」
の
素
～

■
講
師

　

㈱
フ
ー
ド
＆
サ
ク
セ
ス
代
表
取

締
役　

杉
山
春
樹
氏

■
申
込
先

○
西
条
商
工
会
議
所
本
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

○
西
条
商
工
会
議
所
東
予
支
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

５
０
０
０

■
日
時　

２
月
22
日
㈫

　
　
　
　

９
時
30
分
～
16
時

■
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室
、

視
聴
覚
室
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

育
児
の
援
助
に
つ
い
て

必
要
な
知
識
と
技
術
を
学
習

■
対
象

　

セ
ン
タ
ー
の
提
供
会
員
（
育
児

の
援
助
を
行
う
人
）
と
し
て
活
動

を
希
望
す
る
20
歳
以
上
の
方

■
申
込
期
限　

２
月
15
日
㈫

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

内　

西
条
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
６
６
６

※
講
習
中
の
託
児
を
希
望
さ
れ
る

　

方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
提
供
会
員
募
集
中
】

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
育
児
の
援
助
を
す
る

人
と
援
助
を
受
け
た
い
人
が
助
け

合
う
会
員
組
織
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
を
預

か
っ
て
育
児
を
援
助
す
る
「
提
供

会
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
当
講

習
会
を
受
講
い
た
だ
き
、
活
動
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

●日時　２月23日㈬　10時～13時
●内容　地元食材を用いて、田舎風巻き寿司など
　　　簡単でおいしい郷土料理３品を作ります。
●講師　槙　満津子氏
●定員　20人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円　　●申込期限　２月16日㈬

●日時　２月26日㈯　10時～13時
●内容　ごはんパンと旬の野菜を使ったケーク・
　　　サレ（食事用マフィン）を作ります。
●講師　ＪＨＢＳ・野菜ソムリエ　加藤智子氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円　　●申込期限　２月18日㈮

●日時　２月17日㈭　10時～13時
●内容　ＩＨの基本的な使い方を学びつつ、旬の
　　　食材を用いたおいしい料理を作ります。
●講師　四国電力㈱職員
●定員　10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 1,000円　　●申込期限　２月10日㈭

【臨時休館】　２月14日㈪・28日㈪は清掃作業などのため休館します。

日　時 場　　所行　　事　　名

11日 9：00

27日 8：30

市内小学校体育館西条市長杯争奪バレーボール大会

西条市スポーツ少年団さよなら大会
（空手道）

27日 9：00西条市長杯争奪
家庭婦人バレーボール大会 総合体育館

総合体育館

27日 8：00西条市スポーツ少年団さよなら大会
（バドミントン）

東予体育館

地
域
資
源
を
生
か
し
た

ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
セ
ミ
ナ
ー

商
工
会
議
所
経
営
セ
ミ
ナ
ー

西
条
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
初
級
講
習
会
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講
習
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
用
し
た
応
急
手
当
の
方
法
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

　

２
月
20
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

東
消
防
署
大
会
議
室

■
申
込
先

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

※
定
期
講
習
会
以
外
の
受
講
に
も

　

応
じ
ま
す
。ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
デ
ジ
カ
メ
撮
影
＆
フ
ォ
ト
シ
ョ

　
ッ
プ
編
集

　

３
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

　

申
込
期
限
…
２
月
18
日
㈮

○
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た
上

　
手
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

３
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

　

申
込
期
限
…
２
月
18
日
㈮

○
Ｖ
Ｂ
Ａ
を
学
ぶ
エ
ク
セ
ル
応
用

　
操
作

　

３
月
９
日
㈬
・
10
日
㈭

　

申
込
期
限
…
２
月
23
日
㈬

○
ア
ク
セ
ス
基
本
操
作

　

３
月
14
日
㈪
・
15
日
㈫

　

申
込
期
限
…
2
月
28
日
㈪

■
経
営
・
管
理
研
修

○
傾
聴
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
ス
キ
ル
を
学
ぶ
リ
ス
ニ
ン
グ
セ

　
ミ
ナ
ー

　

３
月
５
日
㈯

　

申
込
期
限
…
２
月
15
日
㈫

■
問
合
せ　

各
講
座
は
受
講
料
等

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
東
予
産

業
創
造
セ
ン
タ
ー
（
ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１
）
へ
。

■
日
時　

２
月
19
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　

西
条
道
前
病
院
Ｂ
館

　
　
　
　

１
階
ホ
ー
ル

■
内
容　

家
族
の
悩
み
や
問
題
を

語
り
合
い
、
解
決
に
向
け
た
方
策

を
見
つ
け
ま
す
。

■
対
象

　

市
内
の
精
神
障
害
者
と
家
族

■
問
合
せ

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

○
さ
く
ら
ん
ぼ
ハ
ウ
ス

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
８
０
３

○
く
ろ
～
ば
～

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
６
２
８

■
主
催　

西
条
道
前
病
院
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
石
鎚

　

平
成
16
年
締
結
の
合
併
協
定
書

で
は
「
新
庁
舎
に
つ
い
て
は
合
併

後
10
年
以
内
に
、
現
在
の
本
庁
舎

よ
り
西
で
旧
西
条
市
内
に
適
地
を

求
め
て
建
設
す
る
」
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
市
議

会
新
庁
舎
問
題
調
査
特
別
委
員
会

で
協
議
が
重
ね
ら
れ
、
昨
年
12
月

に
中
間
報
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
報
告
に
基
づ
き

新
庁
舎
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て

お
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
広

く
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

中
間
報
告
の
閲
覧
、
ご
意
見
の

提
出
様
式
等
の
配
布
を
、
２
月
１

日
㈫
か
ら
市
庁
舎
本
館
企
画
課
、

各
総
合
支
所
総
務
課
、
各
公
民
館

で
行
い
ま
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

■
募
集
期
間

　

２
月
７
日
㈪
～
16
日
㈬

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
企
画
課

　

地
域
振
興
・
行
革
推
進
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
４
６

■
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

情
熱
と
指
導
力
の
あ
る
方

■
活
動
内
容

　

青
少
年
非
行
や
街
頭
犯
罪
を
防

止
す
る
た
め
、
週
１
回
２
時
間
、

３
人
一
組
で
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
ま
す
。
（
１
回
に
つ
き
謝

礼
と
し
て
３
千
円
を
進
呈
）

■
募
集
人
員

　

33
人
（
各
中
学
校
区
で
３
人
、

西
条
北
中
学
校
区
は
６
人
）

■
任
期

　

平
成
23
年
４
月
１
日
～
２
年
間

■
申
込
期
限　

２
月
25
日
㈮

■
申
込
先

○
市
庁
舎
本
館
危
機
管
理
課

　

交
通
治
安
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
４

○
各
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係

　

西
条
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は

結
成
50
周
年
を
記
念
し
て
、
感
謝

の
気
持
ち
を
「
あ
り
が
と
う
」
の

言
葉
で
２
０
０
文
字
以
内
に
つ
づ

っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。（
未
発
表
の
作
品
限
定
）

■
テ
ー
マ

　

人
に
感
謝
・
自
然
に
感
謝
・
歴

史
に
感
謝　

～
や
さ
し
い
社
会
は

「
あ
り
が
と
う
」
か
ら
～

■
部
門　

小
学
校
低
学
年
、
小
学

校
中
学
年
、
小
学
校
高
学
年
、
中

学
生
、
高
校
生
、
一
般
の
６
部
門

※
入
賞
者
に
は
賞
状
・
副
賞
を
贈

　

呈
し
ま
す
。

■
注
意
事
項

○
５
月
上
旬
に
西
条
ラ
イ
オ
ン
ズ

　

ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入

　

賞
者
を
発
表
し
ま
す
。

○
応
募
作
品
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

○
著
作
権
は
西
条
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

　

ラ
ブ
に
帰
属
し
、
小
冊
子
な
ど

　

で
発
表
さ
れ
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
職
業
（
学
校
・
学

年
）
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
西
条
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

○
宛
先　

〒
７
９
３

－

０
０
２
７

　

朔
日
市
７
７
９

－

８

　

西
条
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

宛

URLhttp://saijo-lions.org

■
応
募
期
限　

２
月
28
日
㈪

■
問
合
せ

　

西
条
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
９
８
０

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

精
神
障
害
者
家
族
教
室

新
庁
舎
問
題
に
関
す
る

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

西
条
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
50
周
年
記
念

「
あ
り
が
と
う
」
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま
す

地
域
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
員
を
募
集
し
ま
す
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　市では「広報さいじょう」平成23年５月号から24年４月号に掲載する
有料広告と、市ホームページに平成23年４月から24年３月まで掲載する
有料バナー広告を、２月１日㈫から募集します。
　詳しくは、市のホームページをご覧いただくか、総務課広報情報係へ
お問い合わせください。

応募先：市庁舎本館総務課
　　　　広報情報係
　　　　℡0897－52－1204

広報さいじょう ホームページ

掲載位置

金　額

大きさ

枠　数 ４枠

１枠　１カ月３万円

裏表紙下段（カラー刷り） 裏表紙裏面下段（カラー刷り）

１枠　１カ月２万円 １枠　１カ月２万円

トップページ右側

２枠 ７枠

縦50ミリ×横86ミリ 縦50ミリ×横86ミリ 縦63ピクセル×横150ピクセル

　

平
成
23
年
度
の
入
会
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
仕
事

な
ど
で
昼
間
に
保
護
者
が
い
な
い

家
庭
の
児
童
を
対
象
に
、
家
庭
的

な
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
、
遊
び

や
集
団
生
活
を
通
し
て
児
童
の
健

全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
児
童

　

保
護
者
（
同
居
し
て
い
る
65
歳

未
満
の
祖
父
母
を
含
む
）
が
労
働

な
ど
で
昼
間
不
在
と
な
る
、
小
学

１
～
３
年
生
の
児
童

■
実
施
時
間

○
小
学
校
の
授
業
日

　

放
課
後
～
18
時

○
小
学
校
の
休
業
日

　

８
時
30
分
～
18
時

※
日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末 

　

年
始
な
ど
は
お
休
み
し
ま
す
。

■
利
用
料　

無
料
（
た
だ
し
、
教

材
な
ど
の
費
用
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

　

２
月
28
日
㈪
ま
で
に
、
左
表
の

児
童
ク
ラ
ブ
ま
た
は
担
当
課
へ
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
提
出
場
所
に
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
３
３
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

市
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で

働
く
指
導
員
の
登
録
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
登
録
さ
れ
た
方
に
は

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
が

不
足
し
た
場
合
、
必
要
に
応
じ
て

勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
対
象　

原
則
と
し
て
保
育
士
資

格
ま
た
は
教
諭
免
許
を
有
す
る
方

■
勤
務
時
間

○
小
学
校
の
授
業
日

　

放
課
後
～
18
時

○
小
学
校
の
休
業
日

　

８
時
30
分
～
18
時

※
日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末

　

年
始
な
ど
は
除
き
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

履
歴
書
、
保
育
士
証
ま
た
は
教

諭
免
許
状
の
写
し
（
資
格
を
持
っ

て
い
る
方
）
を
提
出
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。（
登
録
の
際
に

面
接
を
行
い
ま
す
。
勤
務
時
間
や

勤
務
場
所
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時

に
希
望
を
お
伺
い
し
ま
す
）

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
募
集

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
の

登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

西条児童クラブ 西条小学校
神拝小学校
大町小学校
玉津小学校
飯岡小学校
神戸小学校
橘小学校
禎瑞小学校
氷見小学校
周布小学校
吉井小学校
多賀小学校
旧壬生川中央幼稚園
国安小学校
東予西児童館
東予北地域交流センター
楠河小学校
旧庄内幼稚園
丹原福祉センター
田野公民館
旧来見集会所
徳田公民館
小松小学校
小松農村環境改善センター

神拝児童クラブ
大町児童クラブ
玉津児童クラブ
飯岡児童クラブ
神戸児童クラブ
橘児童クラブ
禎瑞児童クラブ
氷見児童クラブ
周布児童クラブ
吉井児童クラブ
多賀児童クラブ
壬生川児童クラブ
国安児童クラブ
吉岡児童クラブ
三芳児童クラブ
楠河児童クラブ
庄内児童クラブ
丹原児童クラブ
田野児童クラブ
中川児童クラブ

小松児童クラブ
徳田児童クラブ

石根児童クラブ

児童クラブ名地区

西条

東予

丹原

小松

設　置　場　所
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市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
市
政

に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
要
望
・

ご
提
言
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、

市
民
の
意
向
に
沿
っ
た
市
政
を
推

進
す
る
制
度
で
す
。

　

市
政
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は

研
修
会
や
施
設
見
学
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
市
政
に
対
し
て
、
日

ご
ろ
感
じ
た
こ
と
や
考
え
な
ど
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
満
20
歳

以
上
の
方
（
議
員
、
公
務
員
、
市

政
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
を
除
く
）

■
任
期　

平
成
23
年
４
月
～
平
成

25
年
３
月
31
日
の
２
年
間

■
募
集
人
員

　

40
人
（
地
区
単
位
で
定
数
を
設

け
て
い
ま
す
。
定
数
を
超
え
る
場

合
は
選
考
で
決
定
し
ま
す
）

※
選
考
結
果
は
３
月
末
ま
で
に
、

　

採
用
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

次
の
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵

送
（
は
が
き
・
封
書
）、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
必
要
事
項

　

①
表
題
に
「
市
政
モ
ニ
タ
ー
応

募
」
②
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③
住

所
④
性
別
⑤
生
年
月
日
⑥
職
業
⑦

電
話
番
号
⑧
応
募
の
動
機

○
宛
先　

〒
７
９
３

－

８
６
０
１

　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所
市
民
生
活
課　

宛

FAX
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
５

E ﾒｰﾙshim
insodan@

saijo-city.jp

■
応
募
期
限　

２
月
18
日
㈮
必
着

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

市
民
相
談
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
４
３

　

愛
媛
県
で
は
県
民
の
皆
さ
ん
の

声
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

県
政
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
提

言
な
ど
を
い
た
だ
く
、
県
政
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

県
内
に
居
住
す
る
満
18
歳
以
上

の
方
（
県
出
身
者
・
所ゆ

か
り縁
の
あ
る

方
も
応
募
可
。
公
務
員
は
除
く
）

■
任
期　

平
成
23
年
４
月
１
日
～

平
成
25
年
３
月
31
日
の
２
年
間

■
募
集
人
数　

３
０
０
人

■
謝
礼　

活
動
の
状
況
に
応
じ
て

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

県
・
市
町
の
施
設
に
設
置
す
る

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
期
限　

２
月
14
日
㈪
必
着

■
問
合
せ

　

愛
媛
県
庁
広
報
広
聴
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
２
４
３

URLhttp://w
w

w
.pref.ehim

e.jp/
h12200/m

onita/m
onitatop.

htm
l

　

定
時
制
課
程
は
中
学
校
を
卒
業

し
た
方
で
あ
れ
ば
、
年
齢
に
制
限

な
く
誰
で
も
出
願
で
き
ま
す
。

■
１
次
募
集

○
出
願
期
間

　

２
月
17
日
㈭
～
23
日
㈬
正
午

○
必
要
書
類

　

入
学
願
書
、
報
告
書
（
出
身
中

学
校
の
先
生
と
相
談
の
上
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
）

○
学
力
検
査

　

３
月
９
日
㈬
・
10
日
㈭

■
２
次
募
集

○
出
願
期
間

　

３
月
22
日
㈫
～
30
日
㈬
正
午

○
必
要
書
類　

１
次
募
集
と
同
じ

○
学
力
検
査　

４
月
４
日
㈪

■
編
入
学

○
関
係
書
類

　

学
校
へ
直
接
出
向
い
て
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
書
類
の
提
出
期
限

　

３
月
16
日
㈬　

16
時

○
学
力
検
査　

３
月
23
日
㈬

■
問
合
せ　

西
条
高
校
定
時
制

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
０
３
０

　

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

県
が
開
催
す
る
結
婚
支
援
イ
ベ
ン

ト
の
手
伝
い
や
交
際
フ
ォ
ロ
ー
を

し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

推
進
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
説
明
会
の
日
時
・
場
所

○
２
月
14
日
㈪　

14
時
～
16
時

　

リ
ジ
ェ
ー
ル
大
洲

○
２
月
16
日
㈬　

14
時
～
16
時

　

西
条
商
工
会
館

○
２
月
18
日
㈮　

14
時
～
16
時

　

18
時
30
分
～
20
時
30
分

　

松
山
商
工
会
館

■
応
募
方
法

　

氏
名
、
電
話
番
号
、
説
明
会
の

参
加
希
望
会
場
を
、
メ
ー
ル
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

E ﾒｰﾙoffice@
m

sc-ehim
e.jp

■
問
合
せ

　

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
３
３

－

５
５
９
６

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
員
募
集

県
立
西
条
高
等
学
校

定
時
制
課
程
の
入
学
生
募
集

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

自衛官募集相談員が委嘱されました
　次の方々が平成22年11月15日から２年間、自衛官募集
相談員に委嘱されました。自衛官に関する相談事などが
ありましたら、気軽にご相談ください。

小松

丹原

東予

西条 小野　章 大町379-6 0897-55-6722

地区 氏　名 住　　所 電話番号

坂東君良 大町942-13 0897-55-4546

西森精市 福武甲849-3 0897-56-2465

森　達正 氷見乙762-4 0897-57-7557

徳永　皖 高田916-192 0898-66-1230

真田博行 石田443 0898-64-1257

森川　昭 河原津甲975-2 0898-66-3097

佐伯幸宏 丹原町長野1041-2 0898-68-7883

松木守一 小松町妙口甲1513-7 0898-72-5837



広報さいじょう　2011　２月号21

　「西条市への意見書」を利用して、まちづくりや市のいろいろな事業などに対しての
ご意見・ご提言をお寄せください。
　回答を希望される場合は、必ず住所・氏名等をご記入ください。
　いただいたご意見等のうち「公開してもよい」の中から、氏名等を除いたうえ、公開
させていただくことがありますので、ご了承をお願いします。

<裏面に封筒の作り方を掲載しています>

該当する番号に○を
つけてください。

１．回答を希望する ２．回答を希望しない

２．公開を希望しない１．公開してもよい
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山　折 り 線

 

◆簡易封筒の作り方
○切り取り線に沿ってハサミ等で切り離してください。
○「谷折りの部分が内側」、「山折りの部分が外側」になるように折り曲げてください。
○のりしろ部分をのりづけして貼り付けてください。
◆以上で郵便封筒になりますので、切手を貼らずにそのまま投かんできます。
※料金受取人払の有効期限は平成23年３月31日までとなっていますので、それ以降につい
　ては切手が必要となります。

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で



●特別展示　禎瑞新田と竹内立左衛門
　西条の穀倉地帯である禎瑞新田を生み出した竹内立左衛
門とその干拓工事の紹介。
期間　２月１日㈫～27日㈰

【開館時間】９時～17時
【２月休館日】月曜日、15日㈫

●西条版画展
　市内在住の版画作家による木版、銅版、コラージュ、シ
ルクスクリーンなどの技法の作品を展示。
期間　２月６日㈰～20日㈰

【開館時間】８時30分～17時
【２月休館日】月曜日、11日㈮

●特別展示　新収蔵資料　後期展示
　　　　　　～小松藩旧庄屋　佐伯家資料から～
　小松町大頭の旧庄屋・佐伯家より平成21年中に寄贈され
た貴重な資料の数々を展示。小松藩主文書、庄屋文書、江
戸時代の扁額・掛軸・
屏風のほか、藩主拝領
の裃や工芸品など、す
べてが門外不出の初公
開です。
期間　３月21日㈪まで

【開館時間】９時～17時30分
【２月休館日】水曜日、３日㈭～10日㈭、14日㈪、28日㈪

●西条旧道を行く
　氷見から飯岡までの旧街道にある寺社・石碑・史跡・地
蔵などを紹介。
期間　３月12日㈯まで
●永納山古代山城跡のパネル展
　永納山古代山城跡の会主催で、国指定史跡の永納山城跡
の謎をパネルと立体模型で紹介。
期間　２月25日㈮～３月12日㈯
●市民愛蔵品展　作品募集
　３月に開催予定の「市民愛蔵品展」に出品していただけ
る作品（絵画・掛け軸など）を募集します。出展にご協力
いただける方は、２月26日㈯までにご連絡ください。

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【２月休館日】月曜日、15日㈫ 

●古代の集落跡～池の内遺跡展～
　池の内遺跡１次調査と２次調査の出土品を展示。
期間　２月20日㈰まで
●茶の湯に関する道具展
　小松温芳図書館資料室、西条郷土博物館、愛媛民芸館の
所蔵および市内で開いている陶芸教室の、茶の湯に関する
道具を展示。
期間　２月１日㈫～２月20日㈰
●第２回手芸仲間展
　氷見公民館で活躍してい
る手芸仲間の作品を展示。
期間　２月１日㈫～26日㈯

【開館時間】９時～17時
【２月休館日】月曜日、15日㈫

主催・問合せ　愛媛小松つばき会　℡0898－72－2631

●第６回半川奇行陶墨展
　市内在住の半川茂行氏による、旅の思い出の風景を中心
とした水墨画や、新し
い試みの陶芸作品を展
示。
期間　２月27日㈰まで
場所　椿交流館
●椿交流館の出展者募集！
　椿交流館のまちづくり展示コーナーに、あなたの作品を
展示してみませんか？　展示内容など詳しくは、オアシス
館のスタッフへ気軽にご相談ください。
【開館時間】オアシス：９時～18時（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【２月休館日】オアシス：無休　　椿交流館：水曜日
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行事・教室名 日　　時 備　　　　考

楽しい英語絵本の
読み聞かせストーリーテリング 毎週土曜日

11：00～11：30

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせおはなしのへや 毎週土曜日

14：00～14：30

日　　時 備　　　　考

小学２～６年生　定員：15人
必要な物：絵の具道具

５日㈯・19日㈯
10：00～12：00絵画教室

小・中学生　定員：16人
小学１～３年生は初級コース

将棋教室 27日㈰
13：30～15：00

楽しい電子工作
バーナル楽器

20日㈰
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

楽しい電子工作
フラッシュライト２

27日㈰
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

囲碁教室 ６日㈰
13：30～15：00

小・中学生　
定員：10人

小学３年生～中学生
定員：15人　材料費：100円

19日㈯
13：30～15：30イラスト教室

小学４年生以上　定員：８人
４年生は保護者同伴
申込期限：２月４日㈮

５日㈯～全５回
※毎週土曜日
14：00～16：00

パソコン教室

幼児～中学生　定員：30人
13日㈰
14：00～15：00五色百人一首で遊ぼう

５歳～中学生　幼児は保護者同伴
定員：15人　材料費：250円
必要な物：エプロン

26日㈯
13：30～15：30染め物教室

小学生以上　定員：15人
材料費：350円　作品のお渡し
には３週間ほどかかります

20日㈰
13：30～15：30七宝焼き教室

木彫教室 12日㈯・27日㈰
13：30～15：30

小・中学生　定員：15人　
材料費：30～400円
必要な物：絵の具道具

エコクラフト 26日㈯
10：00～12：00

小学生　定員：20人　
材料費：500円

ポーセラーツ教室
オリジナルの食器を作ろう

11日㈮
13：30～15：30

５歳～小学６年生　定員：30人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
作品のお渡しには１週間ほどかかります

グラスアート教室
ひなかざりをつくろう

６日㈰
13：30～15：30

５歳～小学６年生
幼児は保護者同伴
定員：30人　材料費：500円

工作教室
仲良しひなかざり

13日㈰
10：00～12：00

小学生　定員：30人
材料費：300円

おもしろ紙ねんど教室 ５日㈯
13：30～15：30

５歳～小学６年生　定員：20人
幼児は保護者同伴
材料費：200円

行事・教室名

スペース西遊記～ブラックホールを駆け抜けろ！　
投影開始時間（10分前にはお越しください。投影時間約40分）
　○火～土曜日：13時30分、15時
　○日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
　※第２・４土曜日は、10時に無料投影を行っています。
観覧料　50～200円（65歳以上の方は無料）

▼　プラネタリウム情報　▼

【開館時間】８時30分～17時
【２月休館日】月曜日、15日㈫

※定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ予約してください。
※３月の行事予定表は２月10日㈭からこどもの国にあります。こどもの国　２月の行事予定表　

　朝日新聞社から寄託を受けた「千の風になったあなた
へ贈る手紙」と、「千の風」の縁で出逢うことのできた
新潟県新潟市・北海道七飯町・西条市の「千の風のふる
さと３都市」のひと・まちを紹介しています。

　期間　２月27日㈰まで
　場所　エントランスホール・アクアフォーラム

千の風ふるさと展
西条図書館

●雛人形と郷土玩具展
　全国各地の雛人形と伝統の郷
土玩具30余種60点のほか、古代
雛人形、型絵染などを展示。
期間　２月16日㈬～４月３日㈰
【臨時休館】
　２月１日㈫～７日㈪は館内補修工事のため休館します。

【開館時間】９時～16時30分
【２月休館日】月曜日、１日㈫～６日㈰、15日㈫

●木工教室
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
日時　２月12日㈯・26日㈯　13時30分～15時30分
ー参加者募集ー　
　ダストＢＯＸを作ってみませんか？　
定員　10人　　材料費　500円
●水彩画教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　２月５日㈯・19日㈯　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　２月９日㈬・23日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者
●企画展　グループどんぐり　油絵作品展
期間　２月１日㈫～23日㈬

【開館時間】９時～22時
【２月休館日】月曜日、15日㈫

●小・中学生無料開放日
日時　２月５日㈯・12日㈯　10時～12時
●無料クロール教室
日時　２月26日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
水中モニターを設置しています
　水中での動きを映像によって
確認し、効果的に水中フォーム
などをチェックできます。詳し
くはお問い合わせください。

【開館時間】10時～21時
【２月休館日】月曜日
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行事・教室名 日　　時 備　　　　考

楽しい英語絵本の
読み聞かせストーリーテリング 毎週土曜日

11：00～11：30

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせおはなしのへや 毎週土曜日

14：00～14：30

日　　時 備　　　　考

小学２～６年生　定員：15人
必要な物：絵の具道具

５日㈯・19日㈯
10：00～12：00絵画教室

小・中学生　定員：16人
小学１～３年生は初級コース

将棋教室 27日㈰
13：30～15：00

楽しい電子工作
バーナル楽器

20日㈰
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

楽しい電子工作
フラッシュライト２

27日㈰
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

囲碁教室 ６日㈰
13：30～15：00

小・中学生　
定員：10人

小学３年生～中学生
定員：15人　材料費：100円

19日㈯
13：30～15：30イラスト教室

小学４年生以上　定員：８人
４年生は保護者同伴
申込期限：２月４日㈮

５日㈯～全５回
※毎週土曜日
14：00～16：00

パソコン教室

幼児～中学生　定員：30人
13日㈰
14：00～15：00五色百人一首で遊ぼう

５歳～中学生　幼児は保護者同伴
定員：15人　材料費：250円
必要な物：エプロン

26日㈯
13：30～15：30染め物教室

小学生以上　定員：15人
材料費：350円　作品のお渡し
には３週間ほどかかります

20日㈰
13：30～15：30七宝焼き教室

木彫教室 12日㈯・27日㈰
13：30～15：30

小・中学生　定員：15人　
材料費：30～400円
必要な物：絵の具道具

エコクラフト 26日㈯
10：00～12：00

小学生　定員：20人　
材料費：500円

ポーセラーツ教室
オリジナルの食器を作ろう

11日㈮
13：30～15：30

５歳～小学６年生　定員：30人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
作品のお渡しには１週間ほどかかります

グラスアート教室
ひなかざりをつくろう

６日㈰
13：30～15：30

５歳～小学６年生
幼児は保護者同伴
定員：30人　材料費：500円

工作教室
仲良しひなかざり

13日㈰
10：00～12：00

小学生　定員：30人
材料費：300円

おもしろ紙ねんど教室 ５日㈯
13：30～15：30

５歳～小学６年生　定員：20人
幼児は保護者同伴
材料費：200円

行事・教室名

スペース西遊記～ブラックホールを駆け抜けろ！　
投影開始時間（10分前にはお越しください。投影時間約40分）
　○火～土曜日：13時30分、15時
　○日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
　※第２・４土曜日は、10時に無料投影を行っています。
観覧料　50～200円（65歳以上の方は無料）

▼　プラネタリウム情報　▼

【開館時間】８時30分～17時
【２月休館日】月曜日、15日㈫

※定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ予約してください。
※３月の行事予定表は２月10日㈭からこどもの国にあります。こどもの国　２月の行事予定表　

　朝日新聞社から寄託を受けた「千の風になったあなた
へ贈る手紙」と、「千の風」の縁で出逢うことのできた
新潟県新潟市・北海道七飯町・西条市の「千の風のふる
さと３都市」のひと・まちを紹介しています。

　期間　２月27日㈰まで
　場所　エントランスホール・アクアフォーラム

千の風ふるさと展
西条図書館

●雛人形と郷土玩具展
　全国各地の雛人形と伝統の郷
土玩具30余種60点のほか、古代
雛人形、型絵染などを展示。
期間　２月16日㈬～４月３日㈰
【臨時休館】
　２月１日㈫～７日㈪は館内補修工事のため休館します。

【開館時間】９時～16時30分
【２月休館日】月曜日、１日㈫～６日㈰、15日㈫

●木工教室
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
日時　２月12日㈯・26日㈯　13時30分～15時30分
ー参加者募集ー　
　ダストＢＯＸを作ってみませんか？　
定員　10人　　材料費　500円
●水彩画教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　２月５日㈯・19日㈯　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　２月９日㈬・23日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者
●企画展　グループどんぐり　油絵作品展
期間　２月１日㈫～23日㈬

【開館時間】９時～22時
【２月休館日】月曜日、15日㈫

●小・中学生無料開放日
日時　２月５日㈯・12日㈯　10時～12時
●無料クロール教室
日時　２月26日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
水中モニターを設置しています
　水中での動きを映像によって
確認し、効果的に水中フォーム
などをチェックできます。詳し
くはお問い合わせください。

【開館時間】10時～21時
【２月休館日】月曜日

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　２月12日㈯　15時～16時　対象：幼児
○ぴよぴよお話会
　２月16日㈬　10時～11時　対象：乳幼児以上

東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　２月16日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上

丹原図書館
○おはなし会
　２月５日㈯　14時～14時30分　対象：小学生以上
　２月24日㈭　10時30分～11時　対象：乳幼児以上

小松温芳図書館
○おはなし会　
　２月25日㈮　10時50分～　対象：幼児以上　※石根保育所で開催
　２月26日㈯　10時30分～　対象：幼児以上
※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

●４日・18日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
中川公民館　　　　　　15：20～15：30
●11日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20
●５日・19日（土曜日）
西条東中学校　　　　　10：00～10：20
西条西中学校　　　　　10：50～11：10
東予西中学校　　　　　13：00～13：20
河北中学校　　　　　　13：30～14：00
丹原西中学校　　　　　14：30～15：00

●12日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
三芳小学校　　　　　　10：40～11：20
国安小学校　　　　　　11：30～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00

●６日・20日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
加茂公民館　　　　　　11：00～11：10
舟形バス停横　　　　　11：20～11：50

●７日（月曜日）
旧西田郵便局横　　　　10：00～10：30
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
本谷温泉　　　　　　　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20
●１日・15日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　12：50～13：20
ＪＡ西条神戸低温倉庫　13：30～13：40
伊曽乃神社鳥居前　　　13：50～14：20
小松農村環境改善センター　14：40～15：10
●２日・16日（水曜日）
野々市集会所　　　　　９：30～10：00
橘公民館　　　　　　　10：10～10：40
新御堂児童公園　　　　10：50～11：20
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20
●９日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：40
西福寺入口　　　　　　10：50～11：20
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：20
氷見公民館　　　　　　14：40～15：20
旧大町公民館　　　　　15：40～16：20
●10日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30

【開館時間】８時30分～17時　【２月休館日】月曜日、11日㈮　
　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

●リトミック（要申込）
　２月８日㈫　 定員：各クラス親子10組
　①10時～10時30分　　　１歳６カ月～２歳未満のクラス
　②10時45分～11時15分　２歳以上のクラス
●ゲーム遊び（要申込）
　２月12日㈯　14時～15時30分　対象：小学生　定員：15人
●バレンタインチョコ作り（要申込）
　２月13日㈰　10時30分～11時30分　対象：小学生　定員：15人
　参加費：50円　内容：チョコと小箱を手作り
●西条・丹原児童館合同企画　チャレンジカップ（要申込）
　２月19日㈯　14時～15時　対象：小学生　定員：20人
　内容：１分間ラッキーじゃんけん、ＰＴギリギリスルーなど

●卓球大会（要申込）
　２月５日㈯　10時～11時30分　対象：小学生　定員：20人　
●茶道クラブ
　２月12日㈯　10時～12時　対象：幼児・小学生
●バレンタインチョコ作り（要申込）
　２月12日㈯　13時30分～15時　対象：小学生　定員：10人
　参加費：100円　内容：焼きドーナツにチョコでトッピング
●リズム教室
　２月26日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児～小学３年生
●人形劇「新・３まいのおふだ」
　２月26日㈯　13時30分～14時30分　
　対象：幼児・小学生　内容：ごんべ劇団による人形劇

●たたいて　かぶって　じゃんけん大会（要申込）
　２月５日㈯　10時30分～11時30分　
　対象：小学生　定員：30人
●ハンドメイド広場「バレンタインチョコ作り」（要申込）
　２月12日㈯　10時～11時30分　対象：小学生　定員：20人
　参加費：100円　
●みんな集まれ！放課後ドッジボール大会
　２月16日㈬　16時～16時45分　対象：小学生　
●西条・丹原児童館合同企画　チャレンジカップ（要申込）
　２月19日㈯　14時～15時　対象：小学生　定員：20人

●かんたん工作「グラスアートのキャンディーボックス」(要申込）
　２月12日㈯　10時30分～11時30分　
　対象：小学生　定員：10人　参加費：500円
●リトミック（要申込）
　２月19日㈯　10時30分～11時　対象：３歳～未就学児
　定員：親子10組
●こども映画会「ジャファーの逆襲」　
　２月26日㈯　13時30分～14時40分

【開館時間】西条図書館：９時～22時　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【２月休館日】西条図書館：21日㈪～28日㈪　　　　　　　　　　　　　　　　東予図書館：月曜日、15日㈫
　　　　　　　丹原図書館：金曜日（11日開館）、12日㈯～20日㈰、28日㈪　　小松温芳図書館：水曜日、３日㈭～10日㈭、14日㈪、28日㈪

▼特別館内整理期間等に伴い次の日程で休館します。
　○西条図書館：２月21日㈪～28日㈪　　
　○東予図書館：３月７日㈪～14日㈪
　○丹原図書館：２月12日㈯～20日㈰　
　○小松温芳図書館：２月２日㈬～10日㈭
　※整理期間中の図書館の図書については、予約・回送依頼ができません。
　※図書の返却はブックポストか開館している図書館をご利用ください。
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せ と か

　果皮に張りとツヤがあり、ヘタ
の部分が枯れていないものを選び
ましょう。
　冷暗所で保存し、暖房の効いた
部屋での保存は避けましょう。
　冷蔵庫に入れる場合は乾燥を防
ぐためにビニール袋などで包み、
野菜室に入れます。

　みかんの皮を干したものを入浴剤として湯船に入
れると血行促進作用があり、体がよく温まり湯冷め
しません。クエン酸やビタミンＣには美肌効果があ
り、柑橘類の香りの成分はストレス解消にも役立ち
ます。入浴後は使った皮で浴槽を磨きましょう。
　みかんは、捨てるところなしのスーパーフルーツ
です！

丸ごと活用スーパーフルーツ

栄養士チェック
　皆さんはみかんを食べるとき、筋と袋を取って食べます
か？　筋や袋には食物繊維が豊富に含まれているので、果
肉だけ食べるよりたくさんの食物繊維を取ることができま
す。食物繊維は腸内環境を整え、便秘の予防や改善に役立
ちます。
　せとかは種がなく、袋（じょうのう）も薄くて食べやす
いので、房ごと食べられます。

エネルギー‥‥‥‥‥‥ 159 kcal
脂肪‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　0.1ｇ

タンパク質‥‥‥‥‥‥‥　0.8ｇ

栄養価（１個当たり）

材　料（150ccカップ３個分）

せとか果汁‥‥‥‥‥‥‥　250cc
粉寒天‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ４ｇ

水‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　250cc
砂糖‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 90ｇ

ジュニア野菜ソムリエ
魚田宏幸さん

①　せとかを搾り、果汁を用意する。
②　鍋に水を入れ、粉寒天を加え沸騰させる。
③　砂糖を加え、溶かす。
④　せとか果汁を入れて、沸騰直前で火を止める。
⑤　粗熱をとり、容器に入れて冷やすと出来上がり。
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。
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。
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、
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国際貢献に 燃える 瞳

次代を担う青少年の 健全育成 を…

寒風を突いて 競う健脚 ！

1/8～17  タイ・バンコクで 西条の柿 をＰＲ

祝成人　二十歳の自覚とともに希望に満ちた未来を！

　次代を担う青少年の健全育成を目的とした、次世代育成支援ス
ポーツ事業が実施されました。12月18・19日の卓球教室は、西予
市出身で元世界チャンピオン小野誠治さんらを講師に迎え、２日
間で200人を超える中学生や指導者が参加。また12月26日の空手道
教室には、約100人の小中学生らが参加し、世界空手道選手権優勝
等の実績をもつ井上和代さん（今治市出身）の指導を受けました。

　12月19日開催の駅伝競走大会（西条会場）には、５部門に49チー
ム325人のランナーが参加し、１部門で大会新記録が、区間記録も
９つが更新される好レースとなりました。また、１月９日の耐寒マ
ラソン大会には17部門に709人の皆さんが出走し、多くの声援を受
けながら寒風に負けじとゴールをめざし健脚を競いました。

　冬至の日にゆず湯に入る習慣。風邪の
予防になるといわれています。総合福祉
センターでも、利用者の方から贈られた
ゆずで初めて実施しました。浴室はさわ
やかな香りに包まれ大好評でした。

　青年海外協力隊員としてバヌアツに赴
任し教育支援に当たる今井孝輝さん（小
松町北川）が出発を前に市役所を訪れ、
２年間の活動に対する抱負を語ってくれ
ました。ご活躍を期待しています。

▲

お
体
に
気
を
つ
け
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い

▲

小
野
先
生
（
奥
）
に
よ
る
実
技
指
導

▲

一
本
の
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
駅
伝
競
走
大
会

▲

格
技
室
に
は
張
り
詰
め
た
空
気
が…

▲

自
分
の
記
録
に
挑
ん
だ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　大人としての門出を祝う成人式が、１月９日に総合・丹原の両文化会館で開催され、約900人の新成人が参加しました。
　式典では、アトラクションや祝辞などに続き成人の主張として、これまで支えてくれた周囲の人たちに対する感謝の気持ちや、自
覚と責任をもったうえで「夢」に向かって歩き出す決意などが、代表者によって力強く述べられました。
　式典の終了後も、晴れ着姿での記念撮影や旧友との再会を楽しむ人など、会場はいつまでも華やいだ雰囲気に包まれていました。

▲

人
生
の
節
目
を
祝
し
大
い
な
る
飛
躍
を
期
待
し
ま
す

　「SHIKOKU柿フェア」がタイ王国バンコク市内の百貨店等
７店舗で開催され、西条市特産のあたご柿やあんぽ柿などを
ＰＲ販売しました。同国へは定期コンテナ輸送による食品販
売量が増加しており、さらなる拡大が期待されています。

▲
バ
ン
コ
ク
市
民
の
反
応
も
上
々

▲

西
条
産
品
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た

12/22　ゆず湯 で 無病息災水ロケット大会で世界一

　オーストラリアで開催されたアジア太
平洋地域宇宙機関会議の水ロケット大会
で、小松高校普通科１年の浅木辰哉君が
１位、小野寛貴君が４位、２人のチーム
も優勝に輝くなど、大活躍しました。

▲

左
か
ら
小
野
君
・
藤
江
先
生
・
浅
木
君
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　　　　　　　　　　　　　　　　　「オラ！　コモ・エスタ？」（スペイン語で「こんにちは
　　　　　　　　　　　　　　　　ご機嫌いかが？」）
　　　　　　　　　　　　　　　　　僕は、西条市出身の柄本人志と申します。2009年９月から
　　　　　　　　　　　　　　　　２年間の任期で、ＪＩＣＡ（国際協力機構）のシニア海外ボ
　　　　　　　　　　　　　　　　ランティアとしてコスタリカで水産加工品の製造指導をして
　　　　　　　　　　　　　　　　います。
　コスタリカは中米の小さな国ですが、カリブ海と太平洋に挟まれ、同時に多くの高山や火山も
ある自然豊富な、しかし高度経済成長中の面白い国です。ここに住む人は驚くほど人懐っこく、
またシャイで遠慮や謙遜も兼ね備え、しかもお気楽です。カトリックのお国柄、家族が集まって
お祭りやダンスを楽しみ、ラテンアメリカというより、まるで関西人と西条人を足して２で割っ
たような人たちで、大阪生まれの僕としては何となく懐かしい雰囲気です。
　仕事に関しては、コスタリカはいい漁場を持った国なのですが、従来魚を食べる習慣がなく、
流通網も未発達です。ですから、漁師さん達には絞め方と鮮度管理の方法を、加工業者さんには
製造技術を研修する必要があります。もちろん流通・販売方法も同様です。（スペイン語なのが
頭痛の種ですが…）
　今更ながら、脱サラして喫茶店をしていただけの、自動車免許以外の何の資格も無い僕が今こ
こで何不自由なくボランティアができるのもＪＩＣＡや西条の皆さんのおかげです。皆さんに感
謝しつつ、残りの任期を精一杯頑張ります。あくまで気楽にですが…。

▲シニア海外ボランティア
　柄本人志さん

柄本隊員からの報告
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か
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石
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■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に

は
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎
月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵

送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
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ありがとうございました　
　次の方々からご厚志をいただきました。心からお礼申し上
げます。（順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ
▽正木康一（大町）▽太田ハジメ（福武）▽柳瀬英子（壬生
川）▽砂田宏司（三津屋南）▽志賀　司（高田）▽石川純子
（三芳）▽藤田龍貴（丹原町北田野）▽竹ダンス▽国興産業
㈱▽いきいき歌体操吉岡サークル▽丹原地区愛護班連絡協議
会▽ボーイスカウト西条地区第12団▽丹原東中学校ＰＴＡ▽
西山学園幼稚園ＰＴＡ▽中川小学校ＰＴＡ▽小松あざみ会

■養護老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽新聞　芥川秀人（神
拝甲）▽押し花指導　佐藤ミヨ（大町）▽散髪　伊藤泰博
（明神木）▽みかん・柿　西条地域労働者福祉協議会▽現金
　茶道裏千家淡交会西条支部▽現金　佛立寺▽歌・踊り　西
条保育所

■養護老人ホーム石燧園へ
▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部▽抹茶の接待　茶道裏千家淡
交会西条支部▽門松　周桑商工会建設業部会▽パンジー寄せ
植え　石根小学校緑の少年団

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽歌　玉井キヨ子（小松町大頭）▽抹茶の接待　茶道裏千家
淡交会西条支部▽カレンダー作り・喫茶　コープえひめ福祉
グループ▽クリスマス会　石根保育所▽パンジー寄せ植え　
石根小学校緑の少年団▽誕生会　レーモンド松屋

　

た
く
さ
ん
の
人
と
の
か
か
わ
り

の
中
で
生
き
て
い
る
自
分
―
。
大

湾
先
生
の
講
演
を
聴
い
て
、
そ
の

よ
う
な
自
分
の
存
在
を
実
感
し
、

温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
生
の
お
話
か
ら
、
私
た
ち
は

こ
れ
か
ら
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う

な
役
割
を
担
っ
て
い
く
べ
き
な
の

か
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。

　

先
生
が
「
正
し
い
こ
と
を
知
ら

な
け
れ
ば
、
間
違
い
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
た

と
き
、
私
は
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
無
知
が
差
別
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
と

て
も
分
か
り
や
す
く
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　

大
湾
先
生
と
ゆ
か
り
の
あ
る
沖

縄
の
話
も
聞
き
ま
し
た
。
沖
縄
の

人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
命
を
投

げ
打
っ
て
幼
い
子
ど
も
た
ち
の
命

を
守
っ
た
こ
と
、
そ
れ
故
に
沖
縄

の
人
た
ち
の
中
に
「
命
ど
ぅ
宝

（
ぬ
ち
ど
ぅ
た
か
ら
）
」
と
い
う

精
神
が
根
付
い
て
い
る
こ
と
に
感

動
し
ま
し
た
。

　

戦
後
60
年
以
上
が
経
ち
、
平
和

に
な
っ
た
と
か
個
々
の
権
利
が
保

障
さ
れ
、
自
由
が
も
た
ら
さ
れ
、

す
ば
ら
し
い
時
代
に
な
っ
た
と
思

う
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

今
、
こ
の
瞬
間
に
も
差
別
で
苦
し

ん
で
い
る
人
は
確
実
に
い
る
し
、

戦
争
の
惨
禍
が
起
こ
っ
て
い
る
の

も
事
実
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の

よ
う
な
現
実
か
ら
目
を
背
け
て
い

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
二
度
と
戦
争
の
惨
禍
を
起
こ

さ
な
い
」
と
い
う
決
意
は
、
国
の

決
意
で
あ
る
と
と
も
に
、
私
た
ち

一
人
一
人
の
決
意
で
あ
る
と
自
覚

す
る
べ
き
で
す
。
そ
し
て
、
戦
争

や
差
別
な
ど
多
く
の
社
会
問
題
を

自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
自
分

に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
力
こ

そ
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

大
湾
先
生
は
、
人
権
と
は
、
人

間
が
人
間
ら
し
く
扱
わ
れ
る
権
利

だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
本
に
お
い
て
も
、
経
済

苦
に
よ
り
、
適
切
な
医
療
が
受
け

ら
れ
ず
に
亡
く
な
る
人
も
い
ま
す
。

人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
を
享
受

で
き
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

「
人
間
ら
し
く
」
生
き
、
「
私

ら
し
く
」
自
ら
を
表
現
し
な
が
ら

生
き
、
そ
し
て
そ
れ
を
一
人
の
人

格
と
し
て
受
け
入
れ
る
社
会
が
あ

る
こ
と
…
こ
れ
こ
そ
が
人
権
で
あ

る
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

※
大
湾　

昇
（
徳
島
県
在
住
）

　
　

人
権
・
同
和
教
育
講
演
会
な
ど
で

　
　

講
師
と
し
て
活
躍
中

№75
大湾昇先生の講演「出会いと表現」を聞いて

丹原高校３年　佐伯綾音

図書カード・書籍が寄贈されました
　昨年12月15日に、住友重機械労働組合連合会愛媛
地方本部から市内の小・中学校へ図書カードと書籍
が寄贈されました。
　同組合からは、学校図書充実のために毎年寄付を
いただいています。

図書が寄贈されました
　社団法人伊予西条法人会から西条図書館へ、昨年
２月に引き続き図書が寄贈されることとなり、12月
20日に、原昭子女性部会長と近藤基弘青年部会長か
ら目録が手渡されました。
　寄贈された児童図書は、西条図書館の蔵書として
来館者の皆様にご利用いただきます。
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定 期 無 料 相 談
■行政相談
○２月１日㈫・３月１日㈫　13時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○２月８日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○２月22日㈫　９時～12時　桜樹公民館　　
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○２月８日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○２月18日㈮　13時～15時　小松公民館
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218

■人権相談
○２月17日㈭　13時～17時　禎瑞公民館
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局人権相談室
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188

■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。（予約受付は２月１日㈫～）
○２月９日㈬・23日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○２月16日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134

■消費生活相談　　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は12頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700

■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む）
　２月15日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）　丹原公民館
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田

■社会保険出張相談
　２月９日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1362
　年金定期便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ

■社会保険等相談
　２月10日㈭　10時～16時　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482

■補聴器相談会
　２月16日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階102会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214

■精神障害者の家族相談会
　２月17日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803

■お酒の悩み相談
　２月23日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　毎週土・日曜日　10時～16時
　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
※２月19日㈯　10時～12時　らっこ・はうす（東予南保育所内）
　でも専門的相談を実施します。
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141

■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）市庁舎別館女性児童福祉課
　毎週水曜日（祝日除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－2700

■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所

■無料不動産相談
　２月10日㈭　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■無料土地建物取引相談
　２月８日㈫　13時～15時　
　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988

■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

　障害者福祉に関する相談に応じます。
日　時　３月３日㈭　10時～12時　　
場　所　小松地域福祉センター
問合せ　西条市社会福祉協議会　　　℡0898－64－2600
　　　　知的障害者更生施設星の里　℡0897－53－1112

障害者相談支援センター相談会
　確定申告の書き方指導など、税に関する相談に税理士がお
答えします。
日　時　２月５日㈯　10時～16時
場　所　総合福祉センター３階　研修室１（もてこい元気館）
問合せ　四国税理士会伊予西条支部
　　　　広報担当　髙井　℡0898－72－3390

税の無料相談会
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９日㈬　 9：30～11：00　東予南地域交流センター

８日㈫　 9：30～11：00　中央保健センター

７日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

４日㈮　 9：30～11：00　小松保健センター

３日㈭　 9：30～11：00　丹原保健センター

１日㈫　10：00～11：00　丹原児童館

■赤ちゃん健康情報
◆子育て総合相談窓口「ぽかぽか広場」
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触された方、
　治って間もない方の来場は、ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時　※相談受付14時30分まで
○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　２月４日㈮
○東予保健センター　２月25日㈮
○丹原保健センター　２月14日㈪
○小松保健センター　２月18日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　２月28日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　２月22日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■２月の献血日程
◆ＪＡ周桑本所
　２月３日㈭　９時30分～11時
◆東予総合支所
　２月３日㈭　12時30分～14時
◆マルナカ東予店
　２月３日㈭　14時30分～16時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、丹原：丹原保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

丹原 丹原

15日㈫
24日㈭

22日㈫

17日㈭
16日㈬

３日㈭
１日㈫

13：00～13：30 東予 東予平成22年10月１日～
10月31日の出生児

平成22年10月１日～
11月30日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央

平成21年７月１日～
７月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成20年１月１日～
１月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

西条

内容　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得
　　　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　２月・３月の日程等　※申し込みは前日まで受付

３月18日㈮

東予保健センター ３月11日㈮

丹原保健センター ３月25日㈮

小松保健センター ３月４日㈮

２月18日㈮

２月４日㈮

２月25日㈮

２月４日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

バランス編 カロリー編 受講時間

※中央保健センターと東予保健センターでは、助
　産師による母乳相談も実施しています。

　各検診は予約制です。定員になり次第、
申し込みを締め切ります。
対象者
○乳がん検診：30歳以上の女性で、明治～
　　　　　　　昭和の偶数年生まれの方
○子宮頸がん検診：18歳以上の女性
※上記年齢は平成23年３月31日現在
○平成22年度に送付した各検診の「無料ク
　ーポン券」をお持ちの方
※無料クーポン券の送付対象年齢（下記年
　齢は平成23年４月１日現在）
　乳がん検診：41・46・51・56・61歳
　子宮頸がん検診：21・26・31・36・41歳
検査内容
○乳がん検診：マンモグラフィー
○子宮頸がん検診：視診・細胞診

　内臓脂肪型肥満に加え、高血糖、高血圧、脂質異常のうち、いずれか２つ以上を
併せ持った状態を、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）といいます。
　内臓脂肪が過剰にたまっていると、糖尿病や高血圧症、高脂血症といった生活習
慣病を併発しやすくなってしまいます。また、併発することで、動脈硬化が急速に
進行し、心臓病や脳卒中といった重篤な病気を引き起こす危険性が高くなります。

※子宮頸がん検診の診察時間は、午前は９時、午後は13時30分から開始します。

２月４日㈮

２月７日㈪

２月９日㈬

２月18日㈮

２月14日㈪

２月21日㈪

午前
午後

午前
午後

午前
午後

午前
午後

午前
午後

午前
午後

８時30分～11時

乳がん検診

受　付　時　間
日　　　程場所・申込先

子宮頸がん検診

８時30分～11時

８時30分～11時
13時10分～14時 13時10分～14時

８時30分～11時 ８時30分～11時

８時30分～11時 ８時30分～11時

８時30分～11時
13時10分～14時 13時10分～14時

８時30分～11時
13時10分～14時 13時10分～14時

中央保健センター

東予保健センター

12月に完了認定証を交付した方は、次のとおりです。（敬称略）

◆北海道１周コース（2,190㎞）
○伊藤富一（大町）
○櫛部キサ子（上市）
○永井茂子（丹原町池田）
○藤田勝子（丹原町北田野）

◆九州１周コース（1,840㎞）
○平井靖美（実報寺）
○髙橋正夫（飯岡）
○金子哲雄（明理川）

　市では皆さんの健康づくりの一つとして「ウォーキングで健康づくり」を
推進しています。参加方法は、市が発行するウォーキングマップに運動の成
果（歩いた距離）を記入し、設定された各コース（距離）を完歩するごとに
保健センターへ報告していただくだけです。
　各コースを完歩された方には、認定証と記念品を贈呈しています。
　記録を付けないで歩いている方、これからウォーキングを始めようという
方は、ぜひご参加ください。
　ウォーキングマップは、各保健センターで配布しています。

◆四国１周コース（940㎞）
○山内昌子（実報寺）
○德永一美（丹原町願連寺）

ウォーキングで健康づくり推進事業に参加しませんか！

　総合健診の「乳がん検診」と「子宮頸（けい）がん検診」の開催日程を追加して実施します。
　平成22年度の各検診の対象となる方で、まだ受診されていない方は、ぜひ受診してください。

　平成20年度から40歳以上の方に対して、メタボリックシンドローム（メタボ）に
着目した生活習慣病予防のための、特定健診・特定保健指導が実施されています。
　特定保健指導ではメタボ改善の必要ありと判定された人に対し、生活習慣改善の
目標を設定し、実行していくお手伝いを保健師や栄養士が担当しています。
　西条市の国民健康保険加入者を対象とした平成20年度特定健診では、8,183人が
受診し、1,350人がメタボ改善の必要ありと判定され、そのうちの384人が特定保
健指導「すとっぷメタボ」に参加して生活習慣改善に取り組みました。
　この特定保健指導では、31％の方が翌年度の健診結果で改善（メタボ該当者が非
該当になるなど）するといった効果が現れています。（グラフ参照）
　年に一度は特定健診を受け、自分の生活習慣を振り返り、メタボと判定されたら
特定保健指導を利用して健康的な生活習慣を身に着けましょう。

※上段グラフは平成20年度「すとっぷメタボ」に参加した384人
　のうち、平成21年度特定健診を受けた272人の調査結果です。
　下段グラフは平成20年度「すとっぷメタボ」不参加の966人の
　うち、平成21年度特定健診を受けた636人の調査結果です。

完了者には
認定証と
記念品を贈呈！
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９日㈬　 9：30～11：00　東予南地域交流センター

８日㈫　 9：30～11：00　中央保健センター

７日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

４日㈮　 9：30～11：00　小松保健センター

３日㈭　 9：30～11：00　丹原保健センター

１日㈫　10：00～11：00　丹原児童館

■赤ちゃん健康情報
◆子育て総合相談窓口「ぽかぽか広場」
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触された方、
　治って間もない方の来場は、ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時　※相談受付14時30分まで
○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　２月４日㈮
○東予保健センター　２月25日㈮
○丹原保健センター　２月14日㈪
○小松保健センター　２月18日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　２月28日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　２月22日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■２月の献血日程
◆ＪＡ周桑本所
　２月３日㈭　９時30分～11時
◆東予総合支所
　２月３日㈭　12時30分～14時
◆マルナカ東予店
　２月３日㈭　14時30分～16時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、丹原：丹原保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

丹原 丹原

15日㈫
24日㈭

22日㈫

17日㈭
16日㈬

３日㈭
１日㈫

13：00～13：30 東予 東予平成22年10月１日～
10月31日の出生児

平成22年10月１日～
11月30日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央

平成21年７月１日～
７月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成20年１月１日～
１月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

西条

内容　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得
　　　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　２月・３月の日程等　※申し込みは前日まで受付

３月18日㈮

東予保健センター ３月11日㈮

丹原保健センター ３月25日㈮

小松保健センター ３月４日㈮

２月18日㈮

２月４日㈮

２月25日㈮

２月４日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

バランス編 カロリー編 受講時間

※中央保健センターと東予保健センターでは、助
　産師による母乳相談も実施しています。

　各検診は予約制です。定員になり次第、
申し込みを締め切ります。
対象者
○乳がん検診：30歳以上の女性で、明治～
　　　　　　　昭和の偶数年生まれの方
○子宮頸がん検診：18歳以上の女性
※上記年齢は平成23年３月31日現在
○平成22年度に送付した各検診の「無料ク
　ーポン券」をお持ちの方
※無料クーポン券の送付対象年齢（下記年
　齢は平成23年４月１日現在）
　乳がん検診：41・46・51・56・61歳
　子宮頸がん検診：21・26・31・36・41歳
検査内容
○乳がん検診：マンモグラフィー
○子宮頸がん検診：視診・細胞診

　内臓脂肪型肥満に加え、高血糖、高血圧、脂質異常のうち、いずれか２つ以上を
併せ持った状態を、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）といいます。
　内臓脂肪が過剰にたまっていると、糖尿病や高血圧症、高脂血症といった生活習
慣病を併発しやすくなってしまいます。また、併発することで、動脈硬化が急速に
進行し、心臓病や脳卒中といった重篤な病気を引き起こす危険性が高くなります。

※子宮頸がん検診の診察時間は、午前は９時、午後は13時30分から開始します。

２月４日㈮

２月７日㈪

２月９日㈬

２月18日㈮

２月14日㈪

２月21日㈪

午前
午後

午前
午後

午前
午後

午前
午後

午前
午後

午前
午後

８時30分～11時

乳がん検診

受　付　時　間
日　　　程場所・申込先

子宮頸がん検診

８時30分～11時

８時30分～11時
13時10分～14時 13時10分～14時

８時30分～11時 ８時30分～11時

８時30分～11時 ８時30分～11時

８時30分～11時
13時10分～14時 13時10分～14時

８時30分～11時
13時10分～14時 13時10分～14時

中央保健センター

東予保健センター

12月に完了認定証を交付した方は、次のとおりです。（敬称略）

◆北海道１周コース（2,190㎞）
○伊藤富一（大町）
○櫛部キサ子（上市）
○永井茂子（丹原町池田）
○藤田勝子（丹原町北田野）

◆九州１周コース（1,840㎞）
○平井靖美（実報寺）
○髙橋正夫（飯岡）
○金子哲雄（明理川）

　市では皆さんの健康づくりの一つとして「ウォーキングで健康づくり」を
推進しています。参加方法は、市が発行するウォーキングマップに運動の成
果（歩いた距離）を記入し、設定された各コース（距離）を完歩するごとに
保健センターへ報告していただくだけです。
　各コースを完歩された方には、認定証と記念品を贈呈しています。
　記録を付けないで歩いている方、これからウォーキングを始めようという
方は、ぜひご参加ください。
　ウォーキングマップは、各保健センターで配布しています。

◆四国１周コース（940㎞）
○山内昌子（実報寺）
○德永一美（丹原町願連寺）

ウォーキングで健康づくり推進事業に参加しませんか！

　総合健診の「乳がん検診」と「子宮頸（けい）がん検診」の開催日程を追加して実施します。
　平成22年度の各検診の対象となる方で、まだ受診されていない方は、ぜひ受診してください。

　平成20年度から40歳以上の方に対して、メタボリックシンドローム（メタボ）に
着目した生活習慣病予防のための、特定健診・特定保健指導が実施されています。
　特定保健指導ではメタボ改善の必要ありと判定された人に対し、生活習慣改善の
目標を設定し、実行していくお手伝いを保健師や栄養士が担当しています。
　西条市の国民健康保険加入者を対象とした平成20年度特定健診では、8,183人が
受診し、1,350人がメタボ改善の必要ありと判定され、そのうちの384人が特定保
健指導「すとっぷメタボ」に参加して生活習慣改善に取り組みました。
　この特定保健指導では、31％の方が翌年度の健診結果で改善（メタボ該当者が非
該当になるなど）するといった効果が現れています。（グラフ参照）
　年に一度は特定健診を受け、自分の生活習慣を振り返り、メタボと判定されたら
特定保健指導を利用して健康的な生活習慣を身に着けましょう。

※上段グラフは平成20年度「すとっぷメタボ」に参加した384人
　のうち、平成21年度特定健診を受けた272人の調査結果です。
　下段グラフは平成20年度「すとっぷメタボ」不参加の966人の
　うち、平成21年度特定健診を受けた636人の調査結果です。

完了者には
認定証と
記念品を贈呈！
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山林火災予防運動 実施
　山林火災から貴重な森林資源を守るため、次の点に注意しましょう。

○たばこは、指定された場所で喫煙し、吸いがらは必ず消すとともに、投げ捨てない。

○枯れ草等のある火災が起こりやすい場所では、たき火をしない。

○強風時および乾燥時には、たき火、火入れをしない。

○火気を使用する場合は、周囲の可燃物に十分注意するとともに、使用後は完全に消火する。

その油断　緑の森を　火の海に　平成23年全国山火事予防運動統一標語

２月６日㈰～５月31日㈫
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昭
和
49
年
に
八

堂
山
遺
跡
は
市
指
定
史
跡
と
な
り

ま
し
た
。
昨
年
に
は
、
長
年
の
風

雨
に
よ
っ
て
傷
み
の
激
し
く
な
っ

た
復
元
建
物
の
、
2
度
目
と
な
る

全
面
修
復
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

八
堂
山
遺
跡
は
近
接
す
る
考
古

歴
史
館
と
合
わ
せ
て
生
涯
学
習
や

憩
い
の
場
、
散
策
コ
ー
ス
と
し
て

も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。　

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
市
民
の
森

を
含
め
た
八
堂
山
全
体
は
、
梅
や

桜
・
ツ
ツ
ジ
の
花
な
ど
で
彩
ら
れ
、

例
年
の
よ
う
に
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

修復された竪穴式住居（上）と円形倉庫

N

考古歴史館

西条南中学校

▲

伊予西
条

11

八堂山遺跡

文

西条農業
高等学校
文

加茂川

194 松山
自動
車道

No.66　オオハシシギ（冬鳥）
　数少ない旅鳥または冬鳥として、繁殖地のシベリア北部から
日本へ渡来します。全長29㎝、冬羽では背は灰褐色、真っすぐ
な長い嘴、黄褐色の足、腰の白い部分が背中まで切り込んでい
るところが特徴の地味な鳥。昨年12月に西条では中山川新兵衛
橋付近で初めて２羽を発見、撮影された珍しいシギです。

撮
影：

十
亀
茂
樹くちばし

平成22年12月末日現在
住民基本台帳登録数（ ）内は前月比

人　口　114,625人 （＋２人）

　男　　 54,949人 （＋４人）

　女　　 59,676人 （－２人）

世　帯　 48,123世帯（－４世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　昔は大人の “お兄ちゃんたち” が
走っていたはずの箱根駅伝も、いつ
からか年下の “若者たち” が走るよ
うになりました。
　走ることはすべてのスポーツの基
本、こんなにシンプルなスポーツに
多くの人が惹きつけられるのはなぜ
でしょうか。仲間との想いがこもっ
た襷をつなぐ姿についつい目頭が熱
くなります。
　私も年末に市の駅伝大会に出場し
ました。ライバルだった１年前の自
分は越えられず、練習不足を反省し
ています。　　　　　　　　　  （Ｒ）
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八堂山と中腹に見える考古歴史館



月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

日20２

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

10：009：30 寺田歌謡教室 ℡0898－68－7240無　料大ホール寺田歌謡教室・知里歌謡教室　合同歌謡祭

【２月の休館日】 毎週月曜日、15日㈫

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【２月の休館日】 毎週月曜日、15日㈫

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

２

日

大ホール8：30

そがめ歌謡教室（十亀） ℡090－7629－2905

9：00神拝保育園　発表会土19

大ホール9：00 無　料そがめ歌謡教室歌謡祭　特別ゲスト：神野美伽

大ホール13：30

神拝保育園 ℡0897－55－3052

めぐみ幼稚園・保育園 ℡0897－55－3442

9：30

第19回西条市民吹奏楽団　定期演奏会

金11

13：30

14：00

木10

11：30

総合文化会館 ℡0897－53－5500

市教育委員会学校教育課 ℡0897－52－1640

1000円12：00社交ダンスパーティー

第３回西条市子ども防災サミット　※一般の参加者は小ホールで聴講

６

小ホール

小ホール

13：30

西条竹ダンス（若原） ℡0897－56－6348

一　　　般：2000円
高校生まで：1000円14：00Ｓｅａｓｏｎ＜和ルネサンス＞土５

日13

無　料

大ホール

大ホール

12：30 大会実行委員会 ℡0897－55－416813：00建国記念の日奉祝東予地区大会　永世棋聖・米長邦雄講演会 無　料

日20

大ホール9：00

西条市民吹奏楽団（髙畑）℡090－3461－7570

9：30めぐみ幼稚園・保育園　おゆうぎ会土26 無　料

大ホール9：30 西条歌謡同好会（伊藤） ℡0897－56－525810：00西条歌謡同好会20周年記念歌謡祭日27 無　料

無　料

無　料

特別出演：西条高等学校合唱部

２/５　 開場：13時30分
　　　　開演：14時　
総合文化会館小ホール
一　　　般：2,000円　
高校生まで：1,000円

土

総合文化会館・丹原文化会館にてチケット好評発売中！

●受講料　無料（入場整理券が必要です）
●入場整理券取扱所　
　市教育委員会社会教育課（市庁舎別館）
　市教育委員会東予・丹原・小松分室（各総合支所）
　中央公民館、各公民館、各図書館、総合・丹原文化会館

平成22年度　西条市市民大学卒業記念講演会

石鎚ふれあいの里
代表 山本貴仁氏

講師

３月21日㈪
13時開場　13時45分開演

　　※13時30分から市民大学卒業式を行います。

日時

丹原文化会館大ホール場所

問合せ：中央公民館　℡0898－65－4030
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